
ISSN 0912－2435

第　38　号

令和５年３月

文永博多湾岸合戦考 多田　實道（ 1 ）
蓮如と白山 ―文明六年一向一揆を中心に― 新谷　竜希（15）

論　文

朝鮮王朝と薬用植物 辻　　大和（55）
講　演

「日露戦争画帖」 長谷川　怜（73）
　―個人が描いた同時代の日露戦争史―
 香川志保子　欧州巡行日記（二） 梅田　優歩（107）
　―明治二十年四月一日より同五月二十二日―

史料紹介

皇學館大學史學會令和四年度活動報告 （127）
　行事（含役員会・委員一覧）・研究部会　　
令和四年度修士論文及び卒業論文題目 （128） 
令和四年度教員並に講義 （132）

〈彙報〉

皇 學 館 大 學 史 學 會

『鎌倉大日記』正嘉元年条について 田宮　佑至（35）
研究ノート



　
　�
「
日
露
戦
争
画
帖
」
―
個
人
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史
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個
人
が
所
蔵
す
る
史
資
料
を
研
究
資
源
と
す
る
た
め
に
は
い
か
な
る
方
法
が
適
切
で
あ
る
か
、
ま
た
そ
の
公
開
方
法
に
つ
い
て
、
近
年

様
々
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
東
ア
ジ
ア
近
代
史
学
会
の
二
〇
二
一
年
度
大
会
で
は
、
《
歴
史
資
料
セ
ッ
シ
ョ
ン
》
「
保
存
公
開
資
料

と
歴
史
研
究
者
の
役
割
」
が
開
催
さ
れ
、
資
料
公
開
施
設
に
収
蔵
さ
れ
た
歴
史
資
料
が
必
ず
し
も
歴
史
的
遺
産
と
し
て
残
さ
れ
て
き
た
も

の
ば
か
り
で
は
な
く
、
購
入
や
寄
贈
、
偶
然
の
発
見
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
、
資
料
と
歴
史
研
究
者
が
い
か
に
向
き
合
う
べ
き

か
が
議
論
さ
れ
た
。
報
告
者
の
う
ち
島
田
大
輔
氏
に
よ
る
「
売
ら
れ
散
逸
し
た
私
文
書
の
来
歴
と
そ
の
行
方
」
で
は
、
収
蔵
さ
れ
る
資
料

が
あ
る
一
方
で
分
散
し
て
し
ま
い
「
残
さ
れ
な
か
っ
た
資
料
」
が
存
在
す
る
こ
と
を
紹
介
し
つ
つ
、
資
料
保
全
に
つ
い
て
提
言
が
行
わ
れ

た
（
『
東
ア
ジ
ア
近
代
史
』
二
六
号
、
令
和
四
年
掲
載
）
。
ま
た
、
二
〇
二
二
年
度
大
会
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
「
私
蔵
資
料
と
歴
史
研
究

―
「
発
見
」
か
ら
保
存
・
活
用
へ
」
を
開
催
し
、
個
人
や
研
究
者
が
私
蔵
す
る
資
料
に
光
を
当
て
そ
れ
ら
を
研
究
資
源
と
し
て
活
用
す
る

た
め
に
い
か
な
る
努
力
が
必
要
で
あ
る
か
を
議
論
し
、
私
蔵
資
料
を
掘
り
起
こ
し
公
開
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
、
現
代
の
歴
史
学
界
の
役
割

で
あ
る
と
提
言
し
た
。

史
料
紹
介
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本
稿
で
紹
介
す
る
「
日
露
戦
争
画
帖
」
（
以
下
、
本
資
料
）
【
画
像
１
】
は
、
日
露
戦
争

の
全
期
間
を
絵
と
文
章
に
よ
っ
て
ま
と
め
た
も
の
で
、
平
成
二
六
年
（
二
〇
一
四
）
に
京
都

の
古
書
店
か
ら
購
入
し
、
筆
者
（
長
谷
川
怜
）
が
所
蔵
し
て
い
る
。
古
書
店
で
販
売
さ
れ
る

時
点
で
、
来
歴
や
描
か
れ
た
地
域
（
作
者
の
居
住
地
）
な
ど
の
諸
情
報
を
た
ど
る
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
不
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
後
述
す
る
通
り
、
日
露
戦
争
の
全
期
間
に
わ
た
り
記
録
さ

れ
た
稀
有
な
資
料
で
あ
り
、
筆
者
は
こ
れ
ま
で
に
部
分
的
に
学
会
報
告
や
講
義
で
活
用
を

図
っ
て
き
た
が
、
公
開
す
る
こ
と
で
研
究
資
源
と
し
て
活
用
で
き
る
と
判
断
し
、
全
文
を
翻

刻
し
た
。
た
だ
し
紙
幅
の
関
係
か
ら
一
二
〇
枚
に
及
ぶ
絵
の
全
て
を
掲
載
す
る
こ
と
は
不
可

能
で
あ
り
、
特
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
た
絵
（
日
露
戦
争
に
お
け
る
重
大
な
戦
闘
や
出
来
事

を
示
す
部
分
）
を
収
録
し
た
。
な
お
、
翻
刻
に
際
し
て
は
資
料
に
対
す
る
筆
者
の
分
析
を
部
分
的
に
加
え
た
。

　

本
資
料
の
制
作
期
間
は
開
戦
か
ら
終
戦
後
の
凱
旋
ま
で
（
明
治
三
七
年
〈
一
九
〇
四
〉
二
月
～
明
治
三
八
年
一
一
月
頃
）
で
あ
る
が
、
部

分
的
に
翌
年
以
降
に
追
記
さ
れ
た
箇
所
が
存
在
す
る
。
お
お
よ
そ
Ｂ
４
判
に
相
当
す
る
サ
イ
ズ
の
和
紙
に
墨
で
文
字
と
絵
が
描
か
れ
、
一
部

水
彩
で
彩
色
さ
れ
て
い
る
。
厚
紙
の
表
紙
を
つ
け
て
和
綴
じ
さ
れ
た
上
中
下
の
全
三
冊
構
成
で
あ
る
。
作
者
に
つ
い
て
は
、
各
表
紙
及
び
下

巻
末
に
「
精
策
」
と
い
う
名
前
の
み
が
記
さ
れ
、
本
名
や
職
業
、
年
齢
な
ど
は
不
明
で
あ
る
。
「
精
策
」
は
、
下
巻
末
に
お
い
て
本
資
料
筆

記
の
動
機
を
以
下
の
よ
う
に
書
き
記
し
て
お
り
、
徴
兵
ま
た
は
出
征
す
る
年
齢
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
　

�

日
露
の
開
戦
よ
り
兵
士
わ
銃
砲
剣
刀
にマ

マ
手
を
、
我
れ
は
筆
を
手
に
占
領
〳
〵
万
歳
の
声
に
勇
み
つ
運
び
し
拙
な
き
、
ぬ
た
く
り
書

き
、
基
よ
り
画
と
し
て
見
る
ね
ぶ
ち
な
し
。
只
戦
争
当
時
の
紀
念
に
も
成
れ
ば
幸
甚
な
り
。　
　

明
治
丗
八
年　

軍
隊
の
凱
旋
を
迎

ゑ
て

画像 1：「日露戦争画帖」
　　　　上中下巻（明治 37 年～ 38 年）
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「
日
露
戦
争
画
帖
」
に
描
か
れ
た
絵
は
、
作
者
が
実
見
し
た
国
内
の
光
景
も
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
多
く
は
メ
デ
ィ
ア
の

報
道
と
、
当
時
発
行
・
印
刷
さ
れ
て
い
た
絵
葉
書
や
版
画
な
ど
の
視
覚
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
流
布
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
の
再
生
産
で
あ
る
。

各
戦
闘
の
様
子
、
と
り
わ
け
水
師
営
の
会
見
や
奉
天
入
城
、
日
本
海
海
戦
な
ど
日
本
の
勝
利
を
示
す
劇
的
な
場
面
に
は
、
同
時
代
に
流
布

し
て
い
た
視
覚
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
イ
メ
ー
ジ
転
用
を
見
る
こ
と
が
で
き
る（
１
）。

　

作
者
の
「
精
策
」
は
、
戦
争
の
全
期
間
に
わ
た
っ
て
メ
デ
ィ
ア
報
道
等
を
収
集
し
、
取
捨
選
択
し
な
が
ら
断
続
的
に
こ
の
画
帖
を
制
作

し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
必
ず
し
も
全
編
が
編
年
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
「
遼
陽
攻
撃
」
、
「
沙
河
方
面
」
、
「
旅
順
包
囲

軍
」
な
ど
の
章
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
各
章
の
冒
頭
に
は
そ
の
戦
闘
に
関
す
る
概
要
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
都
度
描
い
た
も
の
を
最
終

的
に
取
り
ま
と
め
て
戦
闘
な
ど
の
テ
ー
マ
で
章
と
し
て
編
集
し
、
綴
っ
て
完
成
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

明
治
三
七
年
三
月
二
七
日
に
行
わ
れ
た
第
二
回
旅
順
港
閉
塞
作
戦
の
ペ
ー
ジ
に
は
、
広
瀬
中
佐
の
銅
像
が
東
京
の
万
世
橋
駅
前
に
建
設

さ
れ
た
こ
と
（
明
治
四
三
年
）
が
附
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
以
外
に
も
後
年
に
追
記
し
た
部
分
が
存
在
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

本
資
料
で
は
、
戦
闘
の
様
子
だ
け
で
な
く
、
地
域
か
ら
兵
士
が
出
征
し
て
い
く
場
面
や
、
開
戦
に
先
立
ち
ロ
シ
ア
領
や
満
洲
か
ら
引
揚

げ
る
邦
人
の
様
子
、
ま
た
講
和
直
後
の
日
比
谷
焼
き
打
ち
事
件
な
ど
、
戦
時
下
の
日
本
人
や
日
本
を
取
り
巻
く
状
況
も
題
材
と
さ
れ
て
い

る
。
当
時
、
国
内
で
ど
の
よ
う
な
報
道
が
な
さ
れ
、
ま
た
そ
れ
に
対
し
て
「
受
け
手
」
で
あ
る
市
井
の
人
々
が
い
か
に
反
応
し
た
の
か
、

す
な
わ
ち
同
時
代
の
一
般
の
人
々
が
見
た
日
露
戦
争
の
あ
り
よ
う
を
知
る
た
め
の
一
事
例
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

　

な
お
、
本
史
料
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
こ
の
史
料
紹
介
に
先
立
ち
、
令
和
五
年
一
月
一
七
日
の
『
毎
日
新
聞
』
朝
刊
で
報
道
さ
れ
た

（
「
日
露
戦
時
代　

筆
者
不
明
の
私
史
翻
刻
」
）
。
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【
凡
例
】

・
本
稿
は
、
精
策
筆
「
日
露
戦
争
画
帖
」
上
巻
・
中
巻
・
下
巻
（
筆
者
所
蔵
）
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。

・�
日
露
戦
争
宣
戦
詔
勅
や
部
隊
編
成
な
ど
、
同
時
代
の
他
史
料
で
確
認
で
き
る
も
の
は
紙
幅
の
関
係
上
、
翻
刻
を
省
略
し
た
。

・
各
翻
刻
の
冒
頭
に
は
、
便
宜
上
算
用
数
字
で
ペ
ー
ジ
数
を
示
し
た
。

・
旧
字
体
・
異
体
字
は
原
則
と
し
て
現
用
漢
字
に
、
変
体
仮
名
は
平
仮
名
に
改
め
た
。

・
翻
刻
に
際
し
て
は
適
宜
句
読
点
を
補
い
、
文
中
の
明
ら
か
な
誤
り
に
は
マ
マ
を
付
し
た
。

・
史
料
記
載
の
内
容
に
関
す
る
解
説
や
補
足
は
翻
刻
の
行
間
に
そ
の
都
度
示
し
た
（
ゴ
シ
ッ
ク
体
）
。

・
各
巻
の
ペ
ー
ジ
数
は
、
上
巻
：
四
〇
ペ
ー
ジ
、
中
巻
：
四
〇
ペ
ー
ジ
、
下
巻
：
四
二
ペ
ー
ジ
。

・
史
料
の
法
量
は
三
四
三
㎜
×
二
五
二
㎜
、
厚
さ
は
上
巻
・
中
巻
が
八
㎜
、
下
巻
が
九
㎜
。

・�

史
料
中
に
は
現
在
の
観
点
か
ら
す
る
と
使
用
す
る
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
差
別
的
用
語
が
登
場
す
る
場
合
が
あ
る
が
、
歴
史
資
料
で
あ

る
こ
と
を
鑑
み
そ
の
ま
ま
掲
載
し
た
。

・
掲
載
画
像
は
い
ず
れ
も
著
者
蔵
。

「
日
露
戦
争
画
帖
」
上
巻

〈
1
〉
明
治
三
十
七
年　

日
露
戦
争
に
就
き
詔
勅
謹
写　

〈
省
略
〉

〈
3
〉
日
露
戦
争
当
時
の
各
大
臣　

〈
省
略
〉

〈
4
〉
御
製　

ま
す
ら
を
に　

旗
を
授
け
て　

思
ふ
か
な　

日
の
本
の
名
を　

か
ゝ
や
か
す
へ
く

　
　
　

御
製　

こ
け
む
せ
る　

岩
根
の
松
の　

よ
ろ
つ
よ
も　

う
こ
き
な
き
世
は　

神
そ
も
る
ら
む
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�

い
ず
れ
も
明
治
三
七
年
に
詠
ま
れ
た
御
製
で
あ
る
が
、
一
首
目
は
「
ま
す
ら
を
に
　
旗
を
授
け
て
　

い
の
る
か
な（

２
）」

が
正
し
く
、
史
料
中
の
記
載
は
誤
り
で
あ
る
。

〈
5
〉�
日
露
戦
争
に
於
け
る
我
陸
軍　

総
司
令
官　

陸
軍
元
帥　

大
山
巌
、
総
参
謀
長　

陸
軍
大
将　

兒
玉
源
太
郎
、
参
謀
長　

陸
軍
中
将　

福
島
安
正　

〈
以
下
略
〉

　
　

�　

�

日
露
戦
争
当
時
の
我
軍
艦
表　

聯
合
艦
隊
司
令
長
官　

海
軍
大
将　

東
郷
平
八

郎
、
参
謀
長　

海
軍
少
将　

加
藤
友
三
郎　

〈
以
下
略
〉

〈
12
〉�

日
露
戦
争
当
時
の
陸
軍
の
服
装
（
但
戦
争
な
か
ば
よ
り
か
き
色
、
則
ち
満
洲
の
土

色
の
服
を
着
せ
り
）
【
画
像
2
】

〈
13
〉�

明
治
三
十
七
年
二
月
六
日　

我
聯
合
艦
隊
、
佐
世
保
を
出
発
す
。
聯
合
艦
隊
司
令

長
官
わ
海
軍
中
将
東
郷
平
八
郎
氏
な
り
。
【
画
像
3
】

〈
14
〉�

明
治
丗
七
年
二
月
八
日
午
後
一
時
頃
、
我
駆
逐
艦
わ
旅
順
口
外
に
襲
撃
し
敵
露
艦

レ
ト
ウ
イ
ザ
ン
号
外
二
隻
を
爆
破
す
。
明
治
丗
七
年
二
月
九
日
、
旅
順
口
外
に
て

我
聯
合
艦
隊
と
露
国
艦
隊
と
大
海
戦
を
な
し
、
我
軍
大
勝
利
を
得
。

〈
15
〉�

明
治
丗
七
年
二
月
九
日
、
海
軍
少
将
瓜
生
外
吉
の
ひ
き
ゆ
る
艦
隊
を
し
て
韓
国
仁

川
港
内
に
あ
る
露
艦
コ
レ
ツ
、
ワ
リ
ヤ
ー
ク
の
二
艦
を
攻
撃
し
、
先
ず
コ
レ
ツ
沈

没
し
、
ワ
リ
ヤ
ー
ク
自
ら
爆
沈
す
。
図
中
の
ボ
ヲ
ト
わ
各
国
が
赤
十
字
旗
を
立
て

求マ
マ

助
に
迎マ
マ

ふ
所
な
り
。
同
日
、
陸
兵
を
仁
川
港
に
上
陸
す
。

〈
16
〉�

明
治
丗
七
年
二
月
上
旬
、
露
国
宣
戦
を
始
む
る
や
、
露
領
シ
ベ
リ
ア
及
び
満
州
地

画像 2： 彩色された数枚のうちの 1 枚。
戦争初期の黒い軍服を描いて
いる。

画像 3： 画帖における最初の場面は満
洲方面へ向けて佐世保を出発
する聯合艦隊
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方
在
留
の
日
本
人
わ
皆
、
本
邦
ゑマ
マ

引
揚
せ
し
む
。
【
画
像
4
】
【
画
像
5
】

　
�

明
治
三
七
年
二
月
二
五
日
発
行
の
『
征
露
図
会
』
第
一
号
（
東
陽
堂
）
に
は
「
旅
順
及
哈
爾
濱
の
邦
人
引
揚
の
図
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
「
日
露
戦
争
画

帖
」
に
描
か
れ
た
も
の
と
完
全
に
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
作
者
が
『
征
露
図
会
』
ま
た
は
同
時
期
に
発
行
さ
れ
た
雑
誌
等
の
挿
絵
を
参
照
し
た
こ
と
が

推
定
さ
れ
る
。

〈
17
〉�

動
員
令　

召
集
に
応
じ
、
兵
役
に
出
発
す
る
在
郷
軍
人
を
送
る
。
附
記　

召
集
に
応
じ
兵
役
に
行
く
人
わ
皆
、
紅
木
綿
の
襷
を
掛

け
た
り
。
故
に
当
時
召
集
を
俗
に
赤
だ
す
き
と
云
へ
り
。
【
画
像
6
】

　

�

出
征
兵
士
を
描
い
た
絵
は
本
人
が
実
見
し
た
光
景
で
あ
ろ
う
。
出
征
に
際
し
て
赤
襷
を
掛
け
る
風
習
は
恐
ら
く
日
露
戦
争
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
日
露

戦
争
期
の
真
下
飛
泉
に
よ
る
唱
歌
（
軍
歌
）
「
出
征
」
に
は
「
昨
日
と
ど
い
た
赤
だ
す
き
、
か
け
て
勇
ん
で
行
き
ま
す
る
。
行
く
は
旅
順
か
奉
天
か
」
と
い
う

歌
詞
が
登
場
す
る
。
た
だ
し
、
注
記
と
し
て
「
所
に
よ
り
て
は
動
員
令
の
時
、
赤
襷
は
な
き
由
な
れ
ば
若
し
さ
る
地
方
に
て
は
「
昨
日
と
ど
い
た
動
員
令
、
持

画像 4： ロシア領からの邦人引き揚げ
の様子。当時の雑誌挿絵を参
考にしたことがうかがわれる。

画像 5： 『征露図会』第 1 編（東陽堂、
明治 37 年 2 月 25 日）に掲
載された「旅順及哈爾濱の邦
人引揚の図」 。海が描かれて
いるところから恐らく旅順で
あろう。実見した様子ではな
く想像図と思われる。

画像 6： 彩色された図の 1 枚。作者本
人が実際に見た光景だろうか。
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つ
て
勇
ん
で
行
き
ま
す
る
」
な
ど
に
改
め
ら
れ
た
し
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
全
国
に
共
通
す
る
も
の
で
は

な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る（
３
）。

〈
18
〉
今
や
出
征
な
す
各
軍
隊
を
停
車
場
に
祝
送
す
。
【
画
像
7
】

　

��

駅
前
の
広
場
に
は
出
征
兵
士
た
ち
の
ほ
か
、
彼
ら
を
送
る
た
め
旗
や
幟
を
掲
げ
た
人
々
や
楽
隊
の
演

奏
、
炊
き
出
し
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
機
関
車
に
は
客
車
の
他
に
砲
が
積
ま
れ
た
貨
車
が
連
結
さ

れ
て
い
る
。
右
端
に
描
か
れ
る
駅
舎
は
石
造
り
の
よ
う
に
見
え
る
が
場
所
の
特
定
は
で
き
な
い
。
制
作

者
が
実
見
し
た
様
子
で
あ
ろ
う
か
。
明
治
三
七
年
二
月
二
五
日
発
行
の
『
征
露
図
会
』
第
一
号
（
東
陽

堂
）
に
は
「
兵
員
召
集
に
応
し
て
青
山
な
る
近
衛
第
四
聯
隊
も
馳
付
る
の
図
」
が
あ
る
。
描
か
れ
た
兵

士
た
ち
は
い
ず
れ
も
襷
を
付
け
て
い
な
い
が
、
見
送
り
の
人
々
が
集
う
様
子
な
ど
は
画
帖
の
絵
と
類
似

し
て
い
る
。

〈
19
〉�

明
治
丗
七
年
二
月
廿
八
日
、
韓
国
平
城（
壌
）七

星
門
外
に
て
露
国
偵
察
隊
（
コ
サ
ツ
ク
騎
兵
）
を
撃
退
す
。
此
れ
陸
戦
の
始
め
な
り
。

是
戦
に
て
騎
兵
田
所
清
熊
氏
、
最
始
の
陸
軍
戦
死
者
た
り
。

　
　
　

�

二
月
十
一
日
午
後
一
時
頃
、
青
森
県
昼マ
マ

の
沖（
４
）に
て
汽
船
奈
古
浦
丸
、
露
国
ウ
ラ
ジ
ヲ
艦
隊
の
為
め
に
撃
沈
さ
る
。
但
乗
組
員
わ
全

部
救
助
さ
る
。

〈
20
〉�

第
一
回
旅
順
口
閉
塞　

丗
七
年
二
月
廿
四
日　
　

明
治
丗
七
年
二
月
八
日
以
来
、
旅
順
口
港
の
敵
艦
わ
我
数
度
の
攻
撃
に
辟
易

し
、
港
内
深マ

マ
か
く
か
く
れ
て
出
ず
。
さ
り
と
て
此
の
儘
に
成
シ
置
け
ば
我
軍
艦
の
す
き
を
見
て
い
つ
攻
撃
に
出
る
や
は
か
ら
れ

ず
、
故
に
ぜ
つ
た
い
出
港
の
出
来
ぬ
様
う
、
港
口
を
閉
塞
成
さ
ん
と
て
、
仁
川
丸
、
武
陽
丸
、
武
州
丸
、
報
国
丸
、
天
津
丸
の
五

汽
船
に
石
等
の
物
を
つ
み
、
司
令
官
海
軍
大
佐
有
馬
良
橘
、
海
軍
少
佐
広
瀬
武
夫
以
下
七
十
七
名
の
決
死
隊
を
し
て
丗
七
年
二
月

画像 7： 細かく描かれており、本図も
作者の見た光景だと思われる。
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廿
四
日
深
夜
、
敵
軍
港
に
進
入
し
自
ら
爆
沈
せ
り
。
扨
て
敵
も
其
れ
と
気
づ
き
各
砲
台
よ
り
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
ヲ
照
し
、
各
砲
台
よ

り
大
砲
を
猛
射
せ
し
か
ば
、
我
行
動
意
の
如
く
成
ら
ず
閉
塞
の
目
的
を
は
た
し
得
ざ
り
し
成
り
。
此
決
死
隊
の
内
、
機
関
兵
梅
原

健
造
一
人
戦
死
す
。

　
　
　

�
使
用
船
名　

天
津
丸
（
四
、
三
二
五
噸
）
指
揮
官
中
佐
有
馬
良
橘
、
報
国
丸
（
二
、
四
〇
〇
噸
）
指
揮
官
少
佐
広
瀬
武
夫
、
仁

川
丸
（
二
、
八
〇
〇
噸
）
指
揮
官
大
尉
齋
藤
七
五
郎
、
武
陽
丸
（
一
、
二
〇
〇
噸
）
指
揮
官
大
尉
正
木
義
太
、
武
州
丸
（
一
、

六
九
〇
噸
）
同
中
尉
鳥
崎
保
三

〈
21
〉�

明
治
丗
七
年
三
月
十
日
午
前
四
時
頃
、
我
が
駆
逐
艦
わ
旅
順
口
沖
に
て
敵
駆
逐
艦
と
舷
々
相
摩
す
ま
で
の
大
激
戦
を
な
し
た
り
。

其
時
、
我
一
水
兵
長
田
某
、
敵
艦
に
飛
乗
り
敵
の
艦
長
を
切
り
、
海
中
ゑ
け
り
飛
ば
し
た
り
と
云
ふ
。

〈
22
〉�

第
二
回
旅
順
港
口
閉
塞　

明
治
丗
七
年
三
月
廿
七
日
「
第
一
回
閉
塞
」
意
の
如
く
成
ら
ざ
り
し
故
、
こ
こ
に
司
令
官
有
馬
良
橘
大

佐
を
し
て
米
山
丸
、
弥
彦
丸
、
千
代
丸
、
福
井
丸
の
四
汽
船
を
し
て
水
雷
艇
、
駆
逐
艦
護
衛
の
元
に
第
二
回
敵
軍
港
口
閉
塞
を
廿

七
日
深
夜
行
ひ
し
が
、
敵
の
サマ

マ

ア
ー
チ
ラ
イ
ト
及
び
大
砲
の
猛
射
に
て
少
し
閉
塞
の
実
を
得
ざ
り
し
わ
遺
憾
な
り
。
此
時
、
福
井

丸
の
乗
組
海
軍
少
佐
広
瀬
武
夫
戦
死
の
後
ち
中
佐
に
昇
任
が
、
其
乗
船
が
爆
沈
成
シ
乗
組
員
が
皆
ボ
ヲ
ト
中
に
乗
り
し
が
只
一
人

杉
野
兵
曹
長
の
見
ゑ
ざ
れ
ば
ま
さ
に
沈
ま
ん
と
す
る
福
井
丸
に
ボ
ヲ
ト
よ
り
飛
乗
り
杉
野
〳
〵
と
呼
び
、
三
度
船
中
を
さ
が
し
廻

り
た
れ
ど
杉
野
わ
見
ゑ
ず
。
か
く
て
海
水
膝
を
没
す
れ
ど
平
常
部
下
を
愛
す
る
念
強
よ
く
、
船
を
去
ら
ん
と
せ
ざ
れ
ば
他
の
兵
わ

少
佐
の
御
身
あ
や
う
し
早
や
く
〳
〵
〳
〵
と
せ
き
立
つ
れ
ば
、
な
む
無
く
あ
と
見
返
り
ボマ

マ

ヲ
ト
ヲ
に
乗
り
、
少
し
漕
し
処
に
て
砲

弾
飛
来
り
少
佐
の
身
わ
二
銭
銅
貨
大
の
肉
片
を
艇
中
に
残
し
壮
烈
な
る
戦
死
を
な
し
た
り
。

　
　
　

後
年
海
軍
軍
神
広
瀬
中
佐
と
て
東
京
万
世
橋
駅
前
に
中
佐
と
杉
野
兵
曹
長
の
銅
像
建
て
り
。

　
　
　

使
用
船
指
揮
官
わ
鳥
崎
保
三
を
の
ぞ
く
第
一
回
と
同
じ
。
【
画
像
8
】
【
画
像
9
】
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〈
23
〉�

明
治
丗
七
年
三
月
廿
八
日
、
我
近
衛
騎
兵
、
敵
を
撃
退
し
て
韓
国
定
州
城
を
占
領

す
。

〈
24
〉�
同
年
四
月
十
三
日
、
敵
旗
艦
ペ
ト
ロ
ウ
イ
ツ
ク（
５
）わ

旅
順
口
外
に
て
我
ち（

沈

設

）

ん
せ
つ
水

雷
に
か
か
り
爆
沈
し
、
提
督
マ
カ
ロ
フ
中
将
以
下
七
百
余
名
死
す
。
マ
カ
ロ
フ
中

将
わ
世
界
海
軍
中
、
有
名
の
戦
術
家
た
り
し
人
な
り
。

〈
25
〉�

明
治
丗
七
年
四
月
廿
五
日
夜
、
露
国
ウ
ラ
ジ
ヲ
艦
隊
わ
韓
国
新
浦
沖
に
て
我
御
用

船
金
州
丸
（
三
千
八
百
噸
）
を
撃
沈
す
。
同
船
に
わ
大
阪
第
四
師
団
三
十
七
聯
隊

第
九
中
隊
の
将
卒
が
元
山
津
よ
り
乗
込
し
が
、
途
中
月
夜
露
艦
三
隻
の
包
囲
攻
撃

を
受
、
如
何
と
も
成
す
を
得
ず
船
の
没
す
る
と
共
に
無
念
の
最
後
を
と
ぐ
。

〈
26
〉�

明
治
丗
七
年
四
月
廿
六
日
以
来
、
我
軍
前
進
し
鴨
緑
江
中
の
九
里
島
を
占
領
し
四

月
丗
日
、
工
兵
隊
わ
鴨
緑
江
に
架
橋
し
全
軍
渡
河
す
。

〈
27
〉�

明
治
丗
七
年
五
月
一
日
、
我
軍
九
連
城
を
攻
撃
し
之
を
占
領
す
。
敵
の
軍
団
長
負

傷
し
、
戦
利
品
砲
三
十
門
、
他
多
数
。
捕
虜
一
千
二
十
余
名
。

〈
28
〉�

明
治
丗
七
年
五
月
三
日
夜
、
旅
順
港
口　

第
三
回
閉
塞
を
行
ふ
。
用
ゆ
る
汽
船

十
二
隻
。
当
日
わ
風
浪
高
く
中
に
も
佐
倉
丸
わ
港
口
防
伐
を
破
り
て
猛
進
、
沈
没

す
。

　
　

�　

�

使
用
船
十
二
隻　

新
発
田
丸
（
四
、
二
〇
〇
噸
）
指
揮
官
中
佐
林
三
子
雄
、
小
倉

丸
（
三
、
三
四
〇
噸
）
同
少
佐
福
田
昌
雄
、
朝
顔
丸
（
三
、
三
五
〇
噸
）
同
大
尉

画像 8： 中央の船上に広瀬中佐が描か
れている。

画像 9： 東京市神田区の万世橋駅前に
建てられた広瀬中佐と杉野兵
曹長の銅像。敗戦後に撤去さ
れ現存しない。
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向
菊
太
郎
、
三
河
丸
（
二
、
三
二
〇
噸
）
同
大
尉
匝
瑳
胤
次
、
遠
江
丸
（
二
、
三
八
〇
噸
）
同
少
佐
本
田
親
民
、
釜
山
丸
（
二
、

九
二
〇
噸
）
同
大
尉
大
角
岑
生
、
江
戸
丸
（
一
、
八
五
〇
噸
）
同
大
尉
高
柳
直
夫
、
長
門
丸
（
二
、
一
二
〇
噸
）
指
揮
官
少
佐
田

中
銑
郎
、
以
下
此
の
う
ら
に
記
す
。
小
樽
丸
（
三
、
〇
〇
噸
）
指
揮
官
大
尉
野
村
勉
、
佐
倉
丸
（
三
、
七
〇
〇
噸
）
同
大
尉
白
石

葭
江
（
戦
死
の
後
少
佐
に
進
級
す
）
、
相
模
丸
（
二
、
一
八
〇
噸
）
同
大
尉
湯
浅
竹
次
郎
、
愛
国
丸
（
一
、
六
五
〇
噸
）
同
大
尉

犬
塚
太
郎

　
　
　

第
三
回
閉
塞
決
死
の
勇
士
の
内
、
白
石
少
佐
以
下
、
二
十
一
人
わ
黄
金
山
砲
台
に
突
進
し
名
誉
の
戦
死
を
と
ぐ
。

〈
29
〉�

明
治
丗
七
年
五
月
五
日
、
我
第
二
軍
遼
東
半
島
塩
大
澳
に
上
陸
す
る
に
先
ち
、
海
軍
決
死
陸
戦
隊
わ
勇
猛
揚
陸
し
附
近
を
占
領

す
。
間
先
き
の
士
官
わ
野
元
大
佐
な
り
。

〈
30
〉�

明
治
丗
七
年
五
月
五
日
、
我
第
二
軍
わ
遼
東
半
島
塩
大
澳
に
上
陸
す
。
海
岸
遠
く
浅
瀬
な
れ
ば
海
中
を
歩
行
し
困
難
を
極
め
上
陸

す
。

〈
31
〉�

明
治
丗
七
年
五
月
廿
五
日
、
夜
よ
り
第
二
軍
わ
雷
雨
を
冒
し
金
州
城
を
攻
撃
し
廿
六
日
早
朝
、
之
れ
を
占
領
す
。
右
図
わ
我
工
兵

決
死
隊
十
二
名
城
門
破
壊
に
向
ふ
所
な
り
。

〈
32
〉
明
治
丗
七
年
五
月
廿
六
日
、
我
軍
大
挙
金
洲マ
マ

南
山
を
占
領
す
。

〈
33
〉�

常
陸
丸
の
最
後　

時
わ
明
治
丗
七
年
六
月
十
五
日
、
元（
玄
）海
灘
沖
之
島
附
近
に
て
我
御
用
船
常
陸
丸
（
六
、
一
七
五
噸
）
、
露
艦

（
浦
塩
艦
隊
）
三
隻
に
包
囲
さ
れ
乗
組
員
兵
士
共
総
員
八
百
余
名
わ
無
念
の
涙
、
船
も
ろ
共
、
元
海
灘
深
か
く
撃
沈
さ
る
。
同
時

に
佐
渡
丸
（
六
、
二
二
六
噸
）
、
和
泉
丸
（
二
千
噸
）
共
に
砲
撃
を
受
け
し
が
幸
無
事
退
却
せ
り
。

〈
34
〉�

常
陸
丸
ぶ
乗
組
し
近
衛
後
備
歩
兵
第
一
聯
隊
本
部
第
二
大
隊
及
び
第
十
師
団
の
架
橋
縦
列
の
兵
士
合
計
八
百
余
名
わ
満
州
出
征
の

徒
上
露
艦
に
砲
撃
さ
れ
元
よ
り
武
備
無
き
船
成
れ
ば
如
何
と
も
成
す
を
得
ず
。
乗
組
の
兵
士
皆
無
念
の
涙
を
ふ
る
い
聯
隊
長
須
知
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源
次
郎
中
佐
わ
悲
痛
の
決
心
を
以
て
聯
隊
旗
及
び
重
用マ
マ

書
類
を
焼
き
陛
下
の
万
歳
を
唱
ゑ
て
死
す
。

〈
35
〉�

明
治
丗
七
年
六
月
十
五
日
、
激
戦
以
て
我
軍
得
利
寺
を
占
領
す
。
之
の
戦
に
て
我
死
傷
一
千
人
、
敵
死
傷
一
万
人
余
、
捕
虜
三
百

人
余
。

〈
36
〉�
明
治
丗
七
年
六
月
廿
三
日
、
我
軍
わ
大
石
橋
街
道
仙
家
塔
に
宿
営
せ
る
敵
騎
兵
一
中
隊
を
奇
襲
し
之
れ
を
潰
乱
せ
し
め
、
三
河
道

北
方
高
地
を
占
領
す
。

〈
37
〉�

明
治
丗
七
年
六
月
廿
七
日
、
我
大
弧
山
上
陸
軍
（
第
三
軍
の
内
）
わ
分
水
嶺
を
激
戦
し
占
領
す
。
図
中
の
木
ぐ
い
わ
鉄
條
網
な

り
。

　

�

文
中
に
わ
ざ
わ
ざ
「
木
ぐ
い
わ
鉄
條
網
な
り
」
と
説
明
を
補
っ
て
い
る
の
は
当
時
、
鉄
条
網
が
ま
だ
一
般
に
よ
く
知
ら
れ
る
存
在
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
明
治
二
〇
年
代
か
ら
陣
地
防
御
の
設
備
と
し
て
鉄
条
網
が
用
い
ら
れ
て
い
た
が（
６
）、

実
戦
に
お
い
て
兵
士
た
ち
が
鉄
条
網
を
乗
り
越
え
る
と
い
う
経
験

を
し
た
の
は
恐
ら
く
日
露
戦
争
が
初
め
て
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
新
聞
記
事
に
鉄
条
網
の
用
語
が
現
れ
る
の
は
明
治
三
七
年
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
旅
順
要
塞
の
守

備
に
つ
い
て
報
じ
た
記
事
で
あ
る
。
同
年
三
月
二
一
日
の
『
東
京
朝
日
新
聞
』
朝
刊
の
記
事
「
旅
順
方
面
の
敵
情
」
に
は
「
鉄
條
網あ
み
（
鉄
條
の
網
を
張
る
な

り
）
」
と
の
注
記
が
あ
り
、
六
月
五
日
の
『
読
売
新
聞
』
朝
刊
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
「
旅
順
背
面
の
柵
」
で
は
「
各
柵
の
間
隙
に
ハ
太
き
鉄
線
を
菱
形
に
結
付

け
、
又
此
鉄
線
に
尖
り
た
る
無
数
の
小
鉄
線
を
巻
付
け
出
入
を
禁
ぜ
り
と
」
の
よ
う
に
鉄
条
網
の
形
状
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
て
い
る
。

〈
38
〉�

明
治
丗
七
年
六
月
廿
一
日
、
熊
岳
城
を
占
領
す
。
同
年
六
月
廿
七
日
、
摩
天
嶺
を
占
領
す
。
同
年
七
月
五
日
、
蓋
平
占
領
す
。
此

の
図
わ
其
時
の
実
戦
見
取
図
な
り
。
同
年
七
月
廿
五
日
、
激
戦
の
上
、
大
石
橋
を
占
領
す
。
敵
の
歩
兵
四
個
師
団
に
砲
百
二
十
門

成
り
。
七
月
丗
一
日
、
我
軍
様
子
嶺
を
占
領
す
。

〈
39
〉�

明
治
丗
七
年
七
月
丗
一
日
、
我
軍
柝
木
城
を
占
領
す
。
此
戦
に
て
敵
野
砲
六
門
を
鹵
獲
し
若
干
名
の
敵
兵
を
捕
虜
す
。
此
日
の
気

候
日
中
華
氏
百
二
十
度
成
り
。
明
治
丗
七
年
八
月
三
日
、
我
軍
手
荘
城
を
占
領
す
。
同
日
、
我
軍
海
城
を
占
領
す
。
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〈
40
〉�

明
治
丗
七
年
八
月
十
四
日
、
戦
始
よ
り
我
奈
古
浦
丸
及
び
金
洲
丸
、
又
常
陸
丸
等
の
武
備
無
き
汽
船
を
撃
沈
し
、
多
く
の
我
兵
を

死
な
せ
し
最
も
に
く
む
可
き
敵
の
浦
塩
艦
隊
も
遂
に
悪
運
尽
き
し
か
、
我
第
二
艦
隊
（
司
令
官
上
村
彦
之
丞
中
将
）
に
朝
鮮
蔚
山

沖
に
て
包
囲
さ
れ
、
悪
戦
苦
闘
の
内
に
敵
艦
（
リ
ユ
イ
ツ
ク
）
わ
撃
沈
さ
れ
（
ロ
シ
ヤ
）
、
（
ク
ロ
ン
ボ
イ
）
わ
大
損
害
を
受
け

よ
を
や
く
浦
塩
ゑ
逃
げ
込
、
再
度
出
港
出
来
ぬ
様
に
成
れ
り
。

「
日
露
戦
争
画
帖
」
中
巻

〈
1
〉
御
製　

ね
ざ
め
に
も　

お
も
ひ
出
る
か
な
軍
人　

向
ひ
し
方
の　

た
よ
り
い
か
に
と

　
　
　

い
く
さ
人　

い
か
な
る
野
辺
に　

明
す
ら
む　

蚊
の
声
し
け
く　

な
れ
る
こ
の
夜
を

　
　
　

御
製　

つ
は
も
の
　ゝ

心
と
ゝ
も
に　

の
る
駒
も　

つ
か
る
ゝ
知
ら
て　

い
や
進
む
ら
む

〈
2
〉�

遼
陽
攻
撃　

遼
陽
わ
満
洲
の
一
大
都
市
に
し
て
敵
の
首マ
マ

力
を
集
中
し
、
防
御
最
も
頑
強
に
成
し
、
東
わ
様
子
山
頂
よ
り
南
わ
鞍
山

站
み
至
る
間
に
十
二
個
師
団
の
兵
を
配マ

マ
い
置
し
、
加
う
る
に
鉄
條
網
、
鹿
柴
、
狼
穽（
７
）等
、
十
重
に
引
廻
し
加
う
る
に
重
砲
、
野
砲

等
百
数
十
門
を
用
意
し
猛
烈
に
我
れ
に
抵
抗
す
。
我
軍
わ
明
治
丗
七
年
八
月
廿
六
日
、
我
第
二
軍
及
び
野
津
軍（
８
）の

鞍
山
站
を
占

領
し
、
八
月
廿
八
に
ち
、
第
一
軍
わ
大
子
河
に
そ
い
英
辱
堡
よ
り
双
廟
子
に
宣
る
線
を
占
領
せ
し
よ
り
遼
陽
に
向
て
総
攻
撃
の
始

り
と
し
、
幾
多
の
激
戦
を
重
ね
遂
に
明
治
丗
七
年
九
月
四
日
占
領
す
。

　
　
　

�

鉄
條
網
わ
木
の
杭
を
打
ち
込
み
其
れ
に
い
ば
ら
の
あ
る
鉄
線
を
引
き
廻
す
。
狼
穽
わ
地
に
穴
を
掘
り
進
軍
の
妨
害
と
兵
の
落
ち
込

む
為
め
に
な
す
。

　
　
　

鹿
柴
（
木
を
切
り
枝
付
に
て
な
ら
べ
置
く
）

〈
3
〉�

明
治
丗
七
年
九
月
二
日
、
遼
陽
の
敵
大
軍
が
全
力
を
集
中
し
最
も
防
備
を
厳
に
成
し
た
る
首
山
堡
も
遂
に
我
軍
の
猛
烈
な
る
攻
撃
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に
よ
り
之
れ
を
占
領
す
。
此
の
攻
撃
に
我
関
谷
聯
隊
わ
凡
そ
全
滅
し
、
同

隊
橘
中
佐
（
当
時
少
佐
）
わ
そマ

マ
を
烈
な
る
戦
死
を
遂
げ
、
海
軍
の
広
瀬
中

佐
と
共
に
軍
神
と
後
世
ま
で
其
名
誉
を
残
せ
り
。
【
画
像
10
】

〈
4
〉�
遼
陽
の
敵
大
軍　

逃
走
し
て
大
小
河
左
岸
に
圧
撃
さ
れ
多
数
の
戦
死
者
を

出
す
。
図
上
の
火
わ
敵
自
ら
軍
橋
を
焼
き
し
な
り
。

〈
5
〉
明
治
丗
七
年
九
月
四
日
、
我
軍
遼
陽
を
全
占
領
す
。

〈
6
〉
明
治
丗
七
年
九
月
十
一
日
、
我
軍
烟
台
炭
山
を
占
領
す
。

〈
1
〉�

沙
河
大
会
戦
記　

日
露
の
戦
わ
最
初
よ
り
数
十
度
を
重
ね
連
戦
連
勝
を

つ
ゞ
け
来
り
、
今
や
満
州
の
都
会
の
一
た
る
敵
の
死
守
せ
し
遼
陽
も
遂
に

我
軍
の
占
領
す
る
処
と
な
り
、
敵
師
ク
ロ
バ
ト
キ
ン
大
い
に
面
目
玉
を
つ
ぶ
し
居
る
折
柄
、
露
帝
よ
り
旅
順
援
助
の
勅
命
を
受

け
、
ク
ロ
バ
ト
キ
ン
及
び
其
部
下
共
一
つ
に
勅
命
を
まマ

マ

つ
と
を
し
、
又
今
迄
の
敗
戦
を
一
挙
に
取
も
ど
さ
ん
と
必
死
の
勇
を
起
し

我
軍
に
向
て
始
め
て
攻
勢
の
運
動
を
取
り
来
れ
り
。
之
れ
明
治
丗
七
年
十
月
二
日
成
り
。
則
ち
今
迄
の
戦
わ
敵
の
防
御
工
事
を
な

し
其
れ
を
守
備
成
し
居
る
所
を
我
軍
が
攻
撃
を
成
し
つ
ゝ
有
り
し
が
、
今
回
わ
敵
も
攻
撃
な
れ
ば
元
よ
り
我
軍
も
攻
撃
、
つ
ま
り

平
地
の
出
合
い
く
さ
に
て
、
真
の
実
力
を
確
証
す
る
戦
な
り
。
此
所
、
南
満
州
の
平
野
沙
河
を
挟
み
猛
烈
な
る
激
戦
と
奮
戦
を
行

わ
れ
し
が
、
我
れ
の
猛
勇
に
わ
如
何
な
る
敵
の
攻
撃
も
其
功
無
く
、
敵
わ
戦
場
に
屍
体
一
万
三
千
三
百
三
十
余
を
遺
棄
し
、
沙
河

を
退
却
し
渾
河
右
岸
に
潰
走
し
た
り
。

〈
1
〉�

明
治
丗
七
年
十
月
二
日
、
遼
陽
北
方
に
退
却
せ
し
敵
軍
が
全
部
攻
勢
運
動
を
起
し
、
又
我
軍
大
挙
前
進
を
開
始
し
、
今
や
沙
河
大

会
戦
と
な
れ
り
。
之
れ
其
一
図
。

画像 10： 中央で軍刀を振り上げてい
る人物が橘中佐であろう。
海の広瀬、陸の橘は軍神と
して戦意高揚のため様々な
媒体で語られた。
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〈
9
〉�

沙
河
大
会
戦
二
図　

明
治
丗
七
年
十
月
九
日
、
敵
の
大
部
隊
、
本
溪
湖
に
向
て
進
撃
し
、
我
軍
之
れ
に
向
て
攻
撃
す
。
沙
河
大
会

戦
に
於
い
て
彼
我
の
死
傷
者
、
敵
の
死
傷
者
凡
そ
六
万
人
以
上
。
我
軍
死
傷
一
万
人
。
又
敵
の
捕
虜
五
百
余
名
。
分
取
品
、
砲

四
十
五
門
、
弾
薬
車
三
十
七
輌
有
り
。

〈
10
〉�
沙
河
大
会
戦
之
三
図　

明
治
丗
七
年
十
月
十
三
日
、
敵
師
ク
ロ
バ
ト
キ
ン
が
死
守
せ
よ
と
命
令
の
元
に
露
本
国
の
ア
レ
キ
サ
ン

ダ
ー
名
誉
聯
隊
が
守
備
せ
し
三
塊
石
山
を
我
第
十
師
団
の
勇
猛
な
る
攻
撃
、
突
撃
に
（
丸
井
少
将（
９
）負

傷
）
て
之
れ
を
占
領
す
。

〈
11
〉�

沙
河
大
会
戦
之
四
図　

我
左
翼
軍
、
十
月
十
三
日
激
戦
の
後
ち
、
浪
子
街
を
占
領
す
。
我
軍
の
猛
烈
な
る
攻
撃
に
敵
乱
し
て
退
却

し
、
我
軍
之
れ
を
追
撃
し
て
十
月
十
四
日
、
焼
達
甸
北
方
高
地
、
孤
家
子
、
万
家
円
子
、
黒
林
、
富
家
庄
を
占
領
す
。

〈
12
〉�

沙
河
大
会
戦
之
五
図　

十
月
十
六
日
、
我
山
田
少
将
）
（1
（

の
混
成
隊
は
魏
家
楼
子
に
て
敵
の
包
囲
を
受
け
、
野
砲
九
門
、
山
砲
五
門

を
委
棄
す
。
但
、
敵
が
我
砲
を
分
捕
り
し
わ
是
が
始
め
に
し
て
又
終
り
な
り
。

〈
13
〉
沙
河
大
会
戦
之
六
図　

其
時
の
露
軍
の
後
方
、
奉
天
附
近
の
混
乱
。
連
日
敗
戦
に
敵
の
後
方
わ
此
の
如
し
。

〈
14
〉�

沙
河
方
面　

明
治
丗
七
十
一
月
よ
り
彼
我
共
に
対
陣
す
。
対
陣
中
、
所
々
に
小
戦
有
れ
ど
録
す
ほ
ど
の
事
な
し
。
彼
我
対
陣
の

（
キ
ヨ
リ
）
カ
ン
カ
ク
）
わ
遠
き
わ
千
メ
ー
ト
ル
、
近
き
わ
三
百
メ
ー
ト
ル
に
て
近
か
き
所
わ
肉
眼
に
て
敵
の
行
動
好
く
見
ゆ
。

　
　
　

�

狼
穽
を
百
メ
ー
ト
ル
の
間
の
近
か
き
所
よ
り
敵
の
陣
を
見
た
る
所
に
し
て
、
防
禦
工
事
な
し
つ
ゝ
有
る
敵
兵
が
我
玉
を
喰
ら
つ
て

た
を
れ
ん
と
す
る
所
。

　
　
　

将
士
共
に
防
寒
服
を
着
す
。

〈
15
〉�

満
州
の
冬
期
わ
極
寒
令マ
マ

下
二
十
度
前
後
の
寒
気
な
れ
ば
、
兵
士
わ
皆
防
寒
服
を
着
し
、
頭
に
わ
金
巾
を
巻
き
其
の
上
よ
り
帽
子
を

冠
り
其
他
毛
皮
の
耳
あ
て
、
鼻
あ
て
、
防
寒
目
鏡
、
毛
皮
の
手
袋
、
防
寒
靴
は
き
、
鉄
砲
、
軍
刀
等
金
属
の
物
わ
木
綿
に
て
巻
き

（
但
金
の
儘
に
て
持
て
ば
手
が
こ
ご
り
付
て
取
れ
ぬ
故
）
占
領
地
帯
を
守
備
す
。
満
州
寒
気
の
万
物
凡
そ
い
て
又
わ
こ
を
り
、
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酒
、
肉
等
に
至
る
ま
で
凍
り
酒
の
氷
を
縄
に
て
し
ば
り
て

持
ち
は
こ
び
、
た
た
き
割
て
火
に
か
け
て
と
か
し
て
呑
む

成
り
。

　
　
　

�
冬
営
中
の
屯
居
所　

兵
士
わ
土
を
握
り
其
の
土
を
掘
た
る

周
囲
に
つ
み
上
げ
、
こ
を
り
よ
き
び
の
わ
ら
を
家
根
と
し

其
中
に
て
穴
づ
ま
い
す
。
【
画
像
11
】
【
画
像
12
】

〈
16
〉�

明
治
丗
八
年
戦
中
迎
新
年　

司
令
部
の
新
年
祝
、
陣
中
の

餅
搗
き
、
兵
士
の
炭
焼
、
高
き
木
の
上
の
展
望
哨
、
冬
営

陣
中
の
軍
人
の
芝
居
。
此
の
芝
居
小
屋
わ
地
を
掘
り
周
囲

に
つ
み
上
げ
た
る
六
十
坪
余
な
り
。

　

�

戦
地
に
お
け
る
兵
士
た
ち
の
娯
楽
の
た
め
設
置
さ
れ
た
芝
居
小
屋
の
こ
と

は
メ
デ
ィ
ア
で
も
報
道
さ
れ
て
い
た
。
明
治
三
八
年
一
月
二
七
日
の
『
東

京
朝
日
新
聞
』
朝
刊
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
「
戦
地
の
初
芝
居
（
満
洲
座
と

陣
中
倶
楽
部
）
」
で
は
、
「
旅
団
司
令
部
の
前
に
出
来
た
小
屋
は
満
洲
座

と
称
し
、
一
月
二
日
初
興
行
を
開
場
…
各
隊
の
兵
士
は
初
日
を
待
兼
ね
て

居
た
が
、
扨
二
日
と
な
る
と
明
日
を
知
れ
ぬ
軍
人
の
身
で
此
芝
居
を
見
の

が
し
た
ら
又
何
時
見
ら
れ
る
か
知
れ
ぬ
と
云
ふ
の
で
我
隊
か
ら
二
十
町
余

り
の
距
離
を
只
一
息
に
駆
付
け
見
る
と
非
常
の
大
入
で
忽
ち
客
止
め
と
な

画像 11： 戦場の防寒具を描いた絵。
防寒ゴーグルも用いられて
いたことが分かる。

画像 12： 『征露図会』第 19 編（東陽堂、明治 38 年 2 月 1 日）に掲載された
「満洲軍の防寒服」。本図は「日露戦争画帖」と全く同じではないが、
こうした図が他の媒体にも掲載されており参考にしたのであろう。
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つ
た
」
と
盛
況
で
あ
っ
た
様
子
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
記
事
に
は
も
う
一
つ

の
陣
中
芝
居
小
屋
で
あ
る
「
陣
中
倶
楽
部
」
に
関
し
て
「
沙
河
方
面
の
某
宿
営
地
前
面

の
畑
中
に
新
設
さ
れ
た
と
い
ふ
と
体
裁
宜
い
が
、
其
構
造
は
間
口
六
間
、
奥
行
十
間
、

深
さ
四
尺
の
大
穴
を
掘
、
其
土
を
周
囲
に
積
ん
で
土
手
と
な
し
穴
の
中
央
に
数
本
の
柱

を
建
て
、
屋
根
を
高
粱
の
稈
で
葺
い
た
穴
芝
居
と
も
云
ふ
べ
き
も
の
だ
」
と
説
明
さ
れ

て
お
り
、
「
日
露
戦
争
画
帖
」
の
記
載
と
一
致
す
る
。
落
語
や
講
談
な
ど
多
彩
な
演
目

で
大
入
り
だ
っ
た
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。

〈
17
〉�

是
頃
露
本
国
聖
彼
得
堡
市
に
於
て
大
動
乱
起
る
。
コ
サ
ツ
ク
兵
と
労

働
者
の
戦
い
。
【
画
像
13
】

　

�

こ
れ
は
一
九
〇
五
年
一
月
九
日
に
ロ
シ
ア
の
首
都
で
あ
る
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
で
発
生
し
た
血
の
日
曜
日
事
件
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
貧
困
や
搾
取
に

苦
し
む
労
働
者
に
よ
る
平
和
的
な
請
願
に
対
し
て
軍
隊
が
発
砲
し
て
多
く
の
死
傷
者
が
発
生
、
第
一
次
ロ
シ
ア
革
命
の
導
火
線
と
な
っ
た
。
日
本
国
内
で
も
事

件
は
海
外
か
ら
の
電
報
を
転
載
す
る
形
で
早
々
に
報
じ
ら
れ
て
い
る
（
例
え
ば
「
騒
擾
益
々
激
烈
」
『
読
売
新
聞
』
明
治
三
八
年
一
月
二
四
日
朝
刊
で
は
、
労

働
者
の
大
示
威
運
動
が
軍
隊
に
よ
り
妨
げ
ら
れ
一
斉
射
撃
で
多
く
の
死
傷
者
を
生
じ
、
指
揮
者
で
あ
る
ガ
ポ
ン
が
死
去
し
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
（
（（
（

）
。
「
日
露

戦
争
画
帖
」
で
は
剣
を
持
っ
た
労
働
者
が
兵
士
と
戦
う
様
子
が
描
か
れ
て
お
り
、
事
実
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
想
像
で
描
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

〈
18
〉
旅
順
包
囲
軍
（
第
三
軍
）

　
　
　

�

司
令
官
陸
軍
大
将
乃
木
希
典
、
第
一
師
団
長　

東
京　

中
将
松
村
務
本
、
第
七
師
団
長　

北
海
道　

中
将
大
迫
尚
道
、
第
九
師
団

長　

金
沢　

中
将
大
島
久
直
、
第
十
一
師
団
長　

四
国　

中
将
土
屋
光
春
、
外
ニ
第
四
師
団
後
備
兵

　
　
　

敵
守
将　

関
東
半
島
司
令
官　

陸
軍
中
将
ス
テ
ツ
セ
ル

画像 13： サンクトペテルブルクにお
ける血の日曜日事件を描い
ている。想像図であるため
衣服などは実際のものとは
異なるが、交戦国における
大事件であり、画帖に取り
入れられた。
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�

記
事　

遼
東
半
島
の
一
角
、
旅
順
口
港
わ
実
に
黄
金
山
と
老
鉄
山
に
海
を
抱
き
、
其
背
面
に
わ
大
小
の
山
々
塁
々
に
し
て
起
伏
し

天
然
の
良
軍
港
に
加
ゑ
て
、
敵
が
東
洋
に
於
け
る
海
軍
の
根
き
よ
地
と
せ
ん
が
為
要
害
堅
固
な
る
砲
台
を
築
造
し
、
鉄
條
網
に
電

線
等
を
引
廻
し
防
禦
に
十
分
策
を
巡
し
守
兵
わ
之
れ
に
よ
つ
て
、
あ
く
ま
で
死
守
せ
ん
と
力
め
た
る
要
塞
に
我
軍
わ
弾
雨
の
下
、

奮
闘
力
戦
、
地
下
に
穴
を
穿
ち
て
進
み
、
又
地
に
這
い
て
進
み
、
肉
弾
）
（1
（

血
河
を
作
り
、
全
世
界
歴
史
に
未
だ
無
き
激
戦
行
ふ
。
旅

順
口
港
要
塞
戦
成
り
。

〈
19
〉
旅
順
口
港
附
近
地
図

〈
20
〉
明
治
丗
七
年
五
月
丗
日　

旅
順
包
囲
軍　

安
子
山
よ
り
台
子
山
に
亙
る
線
を
占
領
す
。

　
　
　

海
上
よ
り
見
た
る
旅
順
口
港
。
向
て
右
わ
黄
金
山
。
其
の
下
わ
抵
砲
台
、
中
央
の
山
わ
白
玉
山
、
左
わ
老
鉄
山
な
り
。

〈
21
〉�

丗
七
年
六
月
廿
三
日
、
敵
艦
隊
全
部
に
旅
順
港
外
に
出
で
我
軍
艦
之
れ
を
圧
迫
し
水
雷
を
放
ち
て
襲
撃
す
。
丗
七
年
六
月
十
三

日
、
水
雷
敷
設
船
台
北
丸
、
旅
順
港
外
に
て
作
業
中
水
雷
爆
破
す
。

〈
22
〉�

明
治
丗
七
年
六
月
廿
四
日
、
旅
順
包
囲
軍
、
釼
山
を
占
領
す
。
同
日
、
旅
順
背
面
歪
頭
山
を
占
領
す
。
同
日
、
旅
順
背
面
の
一

角
、
小
平
島
を
占
領
す
。
同
年
七
月
廿
六
日
、
旅
順
攻
囲
軍
、
営
城
子
及
び
大
白
山
附
近
を
占
領
す
。
同
七
月
廿
八
日
、
長
嶺

子
、
英
各
石
の
線
を
占
領
す
。
同
七
月
丗
日
、
土
城
子
南
方
高
地
一
帯
よ
り
大
孤
山
東
高
地
に
亙
る
線
を
占
領
し
、
敵
を
要
塞
内

に
圧
迫
す
。
之
れ
よ
り
敵
わ
旅
順
口
本
防
禦
た
る
砲
塁
に
立
こ
も
り
死
山
血
河
の
猛
戦
と
成
る
な
り
。

〈
23
〉�

明
治
丗
七
年
八
月
十
六
日
、
我
旅
順
攻
囲
軍
わ
軍
使
山
岡
熊
吉
少
佐
を
し
て
敵
軍
に
送
り
、
旅
順
内
に
居
る
非
戦
闘
員
救
助
の
聖

旨
を
伝
ゑ
、
又
敵
に
勧
降
書
を
致
す
。
敵
わ
我
聖
旨
に
をマ

マ

を
ぜ
ず
尚
勧
降
書
に
も
ひマ
マ

た
が
わ
ず
、
あ
く
ま
で
防
戦
を
せ
ん
と
せ

り
。

〈
24
〉�

敵
砲
台
わ
地
中
に
穴
を
掘
り
其
中
に
大
砲
を
す
ゑ
、
其
の
穴
の
側
面
に
大
砲
の
先
き
を
出
し
、
又
大
砲
の
す
ゑ
た
る
穴
の
上
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よ
り
厚
さ
四
分
乃
至
五
分
の
鉄
板
を
の
せ
其
の
上
よ
り
土
二
三
匹
ほ
ど
の
厚
さ

に
置
き
、
遠
近
よ
り
大
砲
の
有
る
を
少
し
も
見
ゑ
ぬ
様
に
造
り
、
尚
其
の
前
に

ざマ

マ

ん
ぽ
う
を
掘
り
鉄
條
網
、
電
流
線
を
張
り
ま
わ
せ
り
。

〈
25
〉�
明
治
丗
七
年
九
月
二
十
日
、
旅
順
攻
囲
軍
わ
ク
ロ
バ
ト
キ
ン
砲
台
を
占
領
し
、
敵

の
水
源
地
を
奪
ひ
水
道
を
断
つ
。

〈
26
〉�

明
治
丗
七
年
十
月
丗
日
、
旅
順
攻
囲
軍
わ
松
樹
山
及
び
二
龍
山
、
東
鶏
冠
山
北
砲

台
の
外
岸
及
び
P
砲
台
を
占
領
す
。
十
一
月
三
日
、
P
砲
台
わ
一
戸
少
将
）
（1
（

の
軍
が

占
領
せ
し
故
、
一
戸
砲
台
と
命
名
す
。

　
　
　

敵
砲
台
を
撃
ち
砕
く
二
十
八
糎
榴
弾
砲
。
【
画
像
14
】

〈
27
〉�

我
海
軍
わ
陸
戦
隊
を
組
織
し
、
重
砲
を
旅
順
背
面
一
山
山
頂
に
引
上
げ
敵
砲
台
を
砲
撃
す
。

〈
28
〉�

我
海
軍
陸
戦
隊
が
重
砲
を
以
て
旅
順
港
口
に
間
接
射
撃
を
行
い
丗
七
年
十
月
丗
一
日
、
旅
順
港
内
の
汽
船
二
隻
を
撃
沈
す
。
十
一

月
六
日
、
旅
順
旧
市
街
武
器
庫
及
び
松
樹
山
旧
砲
台
火
薬
庫
を
爆
発
せ
し
む
。
十
一
月
十
九
日
、
機
器
局
附
近
の
火
薬
庫
を
爆
発

せ
し
む
。
十
一
月
廿
二
日
、
機
器
局
附
近
に
大
火
災
を
起
こ
さ
し
む
。

〈
29
〉�

明
治
丗
七
年
十
一
月
廿
七
日
、
旅
順
口
港
包
囲
軍
総
攻
撃
を
行
ふ
。
時
に
中
村
少
将
）
（1
（

司
令
官
と
な
る
。
白
襷
決
死
隊
を
組
織
し
、

其
数
数
千
名
、
皆
上
着
を
ぬ
ぎ
白
し
や
つ
に
白
襷
を
か
け
決
死
の
勇
を
以
て
敵
陣
に
突
撃
な
す
。
今
や
進
撃
に
際
し
乃
木
大
将
之

れ
を
見
送
る
。

〈
30
〉
白
襷
決
死
隊
の
奮
戦
。
敵
陣
に
肉
弾
を
以
て
力
闘
し
実
に
全
員
の
凡
ソ
八
分
の
死
傷
を
出
す
。
中
村
少
将
も
戦
傷
す
。

〈
30
〉�

我
旅
順
攻
囲
軍
の
電
光
形
攻
道　

敵
わ
高
所
の
砲
台
よ
り
我
軍
の
進
撃
を
好
く
見
張
り
一
撃
に
釣
瓶
打
ち
に
さ
れ
、
為
め
に
我
軍

画像 14： 旅順攻囲戦で威力を発揮し
た 28 サンチ砲。
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ノ
死
傷
甚
だ
多
く
出
す
。
故
に
我
軍
の
考
案
せ
し
進
撃
の
道
に
し
て
、
敵
よ
り
我
兵
の
見
へ
ぬ
又
一
直
線
に
打
た
れ
ぬ
様
に
掘
り

た
る
則
ち
電
光
形
攻
道
な
り
。
掘
り
削
り
た
る
土
の
く
ず
れ
ぬ
様
、
支
那
米
の
空
袋
に
砂
又
わ
土
を
入
れ
其
れ
を
左
右
両
側
に
積

み
重
ね
木
杭
を
打
ち
て
さ
さ
ゑ
た
る
物
な
り
。

〈
31
〉�
明
治
丗
七
年
十
一
月
三
十
日
、
旅
順
攻
囲
軍
わ
旅
順
背
面
の
最
高
所
、
二
百
三
高
地
を
攻
撃
す
。
二
百
三
高
地
わ
旅
順
背
面
中
の

最
高
地
な
れ
ば
、
敵
も
之
れ
を
占
領
せ
ら
れ
た
れ
ば
旅
順
口
港
内
を
一
望
の
元
に
見
下
さ
れ
、
敵
の
打
撃
甚
だ
し
く
、
則
ち
敵
の

死
活
の
運
命
に
成
る
な
れ
ば
敵
も
全
力
を
尽
し
て
防
禦
に
務
め
我
軍
も
又
奮
戦
攻
撃
な
せ
り
。
我
第
七
師
団
の
増
援
兵
が
爆
裂
弾

を
せ
を
い
二
百
三
高
地
に
進
撃
す
。

〈
32
〉�

敵
が
死
力
を
尽
し
て
防
戦
す
れ
ば
、
我
軍
又
決
死
肉
弾
を
以
て
攻
撃
し
遂
に
我
軍
の
占
領
な
す
や
、
敵
も
前
よ
り
用
意
の
ぬ
け
穴

よ
り
逆
襲
し
来
り
又
も
や
大
激
戦
を
成
す
。
之
の
如
き
敵
の
逆
襲
、
た
が
い
の
決
死
の
戦
い
三
度
に
及
び
我
軍
も
多
大
の
努
力
を

も
つ
て
確
実
に
我
軍
の
占
領
す
る
事
と
成
れ
り
。
之
十
一
月
丗
日
も
早
暮
れ
ん
と
す
る
頃
な
れ
り
。
占
領
後
、
二
百
三
高
地
を
鉄

血
山
と
名
づ
け
た
り
。
又
我
軍
わ
之
れ
に
観
測
所
を
置
き
旅
順
口
の
砲

撃
に
多
大
の
便
を
得
、
為
め
に
旅
順
の
全
占
領
を
早
め
た
り
。

　
　
　

当
時
流
行
せ
し
二
百
三
高
地
髷
【
画
像
15
】

　

�

二
〇
三
高
地
の
攻
略
は
日
露
戦
争
の
全
期
間
を
通
じ
て
、
戦
局
全
体
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
出
来
事
の
一
つ
で
あ
る
。
遼
東
半
島
先
端
部
に
位
置
す
る
旅
順
で
は
日
露
戦
争
前
か

ら
近
代
的
な
要
塞
の
建
設
が
行
わ
れ
、
ま
た
旅
順
港
は
ロ
シ
ア
太
平
洋
艦
隊
（
旅
順
艦

隊
）
の
根
拠
地
と
な
っ
て
い
た
。
ロ
シ
ア
は
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
艦
隊
と
旅
順
艦
隊
、
そ
し

て
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
の
三
艦
隊
を
有
し
て
お
り
、
聯
合
艦
隊
は
こ
れ
ら
が
合
流
す
る
前
に

画像 15： 203 高地髷のイラスト
も描き込まれている。
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各
個
撃
破
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
し
か
し
、
旅
順
艦
隊
は
海
戦
を
避
け
て
港
の
奥
深
く
に
逼
塞
し
、
日
本
海
軍
は
三
度
に
わ
た
る
閉
塞
作
戦
で
閉
じ
込
め
を

図
る
が
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
そ
こ
で
、
陸
軍
と
の
共
同
作
戦
に
よ
っ
て
旅
順
要
塞
を
攻
略
し
陸
上
か
ら
の
砲
撃
で
艦
隊
を
殲
滅
す
る
方
針
へ
転
換
し
た
。
そ
の

た
め
に
乃
木
希
典
率
い
る
第
三
軍
が
編
成
さ
れ
、
膨
大
な
死
傷
者
を
出
し
な
が
ら
攻
囲
戦
を
行
っ
た
。
二
〇
三
高
地
の
攻
略
に
よ
っ
て
港
内
の
観
測
が
可
能
と

な
り
艦
隊
は
殲
滅
さ
れ
、
明
治
三
八
年
一
月
一
日
に
要
塞
が
陥
落
し
た
。
二
〇
三
高
地
の
名
称
は
標
高
に
由
来
す
る
。
陥
落
直
後
に
松
村
務
本
中
将
に
よ
っ
て

鉄
血
山
と
名
付
け
ら
れ
た
が
）
（1
（

、
後
に
乃
木
希
典
が
詠
ん
だ
七
言
絶
句
か
ら
「
爾
霊
山
」
（
に
れ
い
さ
ん
＝
二
〇
三
）
の
名
が
定
着
し
た
。
二
〇
三
高
地
髷
は
髷

（
束
髪
）
を
高
く
立
て
た
女
性
の
髪
形
の
一
形
式
で
、
旅
順
最
高
地
で
あ
る
二
〇
三
高
地
の
陥
落
に
合
わ
せ
て
名
付
け
ら
れ
全
国
で
流
行
し
た
）
（1
（

。
「
日
露
戦
争

画
帖
」
の
作
者
は
、
戦
場
の
様
子
だ
け
で
な
く
、
国
内
の
文
化
・
風
俗
を
も
含
め
た
鳥
瞰
的
な
視
点
で
本
資
料
を
描
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

〈
33
〉�

明
治
丗
七
年
十
二
月
二
日
、
旅
順
攻
囲
軍
左
翌マ
マ

方
面
に
於
て
彼
我
軍
使
相
会
し
午
前
十
時
よ
り
午
後
四
時
ま
で
休
戦
を
成
し
た
が

い
に
死
傷
者
を
収
容
す
。
同
じ
ク
十
二
月
六
日
、
彼
我
軍
使
相
会
シ
五
時
間
休
戦
を
成
し
相
互
の
死
傷
者
を
収
容
す
。
右
に
よ
つ

て
攻
囲
軍
の
如
何
に
苦
戦
成
る
か
、
如
何
に
死
傷
者
の
多
き
か
を
知
る
べ
し
）
（1
（

。

　
　
　

�

敵
旅
順
の
参
謀
長
コ
ン
ド
ラ
テ
ン
コ
中
将
、
我
砲
弾
に
て
陣
中
に
戦
死
す
。
中
将
わ
旅
順
守
備
隊
中
の
智
将
に
し
て
為
め
に
我
軍

ノ
困
難
非
常
成
り
し
が
戦
死
す
る
に
及
び
旅
順
の
開
城
を
早
め
た
り
。

〈
34
〉�

明
治
丗
八
年
一
月
一
日
、
我
軍
旅
順
口
全
占
領
す
。
海
わ
開
戦
初
頭
よ
り
、
陸
わ
明
治
丗
七
年
五
月
廿
六
日
金
洲
南
山
占
領
よ
り

幾
多
の
奮
戦
撃マ

戦マ

を
重
ね
数
万
の
死
傷
者
を
出
し
、
国
民
も
又
其
占
領
を
一
日
も
早
か
ら
ん
事
を
願
い
待
ち
居
し
旅
順
口
も
遂
に

明
治
丗
八
年
一
月
一
日
、
敵
の
参
謀
長
陸
軍
大
佐
ラ
イ
ス
、
同
海
軍
大
佐
セ
ス
ノ
ウ
イ
ツ
テ
我
軍
に
来
て
降
を
求
め
り
。
之
れ
実

に
海
軍
わ
陸
の
金
洲
南
山
占
領
と
同
日
東
郷
大
将
が
遼
東
半
島
南
部
沿
岸
封
鎖
宣
言
よ
り
八
ヶ
月
め
な
り
。

〈
35
〉�

明
治
丗
八
年
壱
月
五
日
、
我
乃
木
大
将
と
敵
旅
順
の
守
将
ス
テ
ツ
セ
ル
将
軍
と
旅
順
口
背
面
水
師
営
に
て
会
見
す
。
附
記　

当
時

用
い
ら
れ
た
る
机
わ
後
日
陸
軍
軍
医
学
校
に
蔵
し
有
り
。
【
画
像
16
】
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〈
36
〉
敵
の
降
虜
、
我
軍
の
命
に
よ
り
旅
順
口
港
西
方
鴨
湖
村
に
集
る
。

〈
37
～
39
〉
旅
順
口
港
開
城
に
於
け
る
事
項

　
　
　

�
敵
わ
明
治
丗
八
年
一
月
一
日
降
伏
し
、
同
月
二
日
水
師
営
に
於
て
我

参
謀
長
陸
軍
少
将
伊
地
知
幸
介
、
参
謀
官
陸
軍
中
佐
岩
村
団
次
郎
と

敵
使
参
謀
官
陸
軍
大
佐
ラ
イ
ス
、
参
謀
官
海
軍
大
佐
セ
ス
ノ
ウ
イ
ツ

テ
と
会
議
し
、
占
領
に
付
て
の
條
書
に
彼
我
調
印
す
。
時
の
降
虜
及

び
戦
利
品
左
の
如
し
。
〈
中
略
〉
捕
虜
中
、
将
校
に
し
て
戦
闘
に
参

加
せ
ざ
る
を
宣
誓
し
た
る
者
わ
各
従
卒
壱
名
つ
ゞ
を
附
し
本
国
ゑ
放

還
し
、
同
時
に
非
戦
闘
員
に
も
帰
国
を
許
し
た
り
。
〈
中
略
〉
本

国
放
還
せ
し
者
の
外
わ
我
内
地
に
送
り
、
浜
寺
、
天
下
茶
屋
、
習
志

野
、
伏
見
、
名
古
屋
等
に
収
容
せ
り
。

　
　
　

�

捕
虜
収
容
所　

監
守
兵
の
目
を
し
の
び
と
ば
く
を
な
す
者　

監
守
兵

の
す
き
を
ね
ら
い
外
側
板
囲
の
下
よ
り
酒
又
わ
ビ
ー
ル
を
売
る
内
地

人
【
画
像
17
】

　

�

日
露
戦
争
の
捕
虜
は
約
七
万
二
千
人
に
及
び
、
全
国
で
二
九
か
所
に
捕
虜
収
容
所
が
置

か
れ
た
。
国
際
法
に
基
づ
き
捕
虜
は
丁
重
に
扱
わ
れ
、
日
本
正
教
会
に
よ
る
慰
問
が
行

わ
れ
た
ほ
か
、
監
視
付
き
で
外
出
す
る
こ
と
も
で
き
、
収
容
所
で
死
去
し
た
捕
虜
た
ち

は
ロ
シ
ア
式
の
儀
礼
に
よ
っ
て
埋
葬
さ
れ
た
）
（1
（

。

画像 16： 水師営の会見における乃木
とステッセルの姿は日露戦
争の勝利を象徴する図像の
1 つ。

画像 17： 捕虜収容所の様子は新聞記事など文字から得た
情報による想像図であろうか。捕虜相手に商売
する日本人がいたことなども分かり興味深い。
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「
日
露
戦
争
画
帖
」
下
巻

〈
1
〉
御
製　

こ
ら
は
皆　

い
く
さ
の
に
は
に
出
て
は
て
　ゝ

翁
や
ひ
と
り　

山
田
も
る
ら
ん

〈
2
〉�
明
治
丗
八
年
一
月
二
十
五
日
、
敵
わ
黒
溝
台
が
我
全
線
中
、
最
も
手
薄
な
る
を
知
り
夜
に
乗
じ
大
挙
来
襲
し
我
陣
地
に
肉
薄
し
我

軍
此
に
防
戦
務
め
し
が
、
始
め
よ
り
手
薄
の
軍
隊
な
れ
ば
甚
だ
戦
い
不
利
に
成
り
勝
敗
の
ほ
ど
も
気
づ
か
わ
る
る
時
、
我
第
四
師

団
の
工
兵
第
四
大
隊
わ
必
死
の
勇
を
出
し
爆
裂
弾
を
敵
に
向
て
一
挙
に
な
げ
付
け
た
り
。
此
れ
に
て
敵
わ
た
ち
ま
ち
敗
走
し
、
我

軍
勝
利
を
得
。
此
時
大
山
総
司
令
官
工
兵
第
四
大
隊
に
感
状
を
賜
ふ
。

〈
3
〉�

明
治
三
十
八
年
三
月
初
旬　

奉
天
附
近
大
戦
地
図　

奉
天
戦
の
第
一
図　

奉
天
わ
満
洲
第
一
の
首
都
に
し
て
敵
最
も
防
備
せ
し
所

な
り
。

〈
4
〉
奉
天
戦
の
第
二
図　

奉
天
附
近
大
戦　

我
軍
左
翼
縦
隊
の
内
、
右
翼
隊
に
於
け
る
戦
争
実
況
見
取
図

〈
5
〉
奉
天
戦
第
三
図　

図
中
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
わ
皆
敵
砲
兵
陣
地
な
り

〈
6
〉�

奉
天
附
近
大
戦
第
四
図　

万
宝
山
の
敵
兵
攻
撃
。
山
の
頂
き
右
方
キ
ザ
キ
ザ
わ
我
砲
弾
に
て
山
形
の
変
ぜ
し
所
。
又
山
麓
の
垣
き

わ
敵
の
鉄
條
網
な
り
。
其
の
左
方
重
り
有
る
わ
布
袋
に
砂
を
入
れ
た
る
（
ド
ノ
ヲ
）
に
て
防
禦
な
し
有
る
所
な
り
。

〈
7
〉�

奉
天
附
近
大
戦
第
五
図　

本
図
わ
従
軍
者
の
実
戦
ス
ケ
ツ
チ
画
な
り
。
渾
河
氷
上
某
部
隊
の
渡
渉　

渾
河
右
岸
の
激
戦　

ラ
ツ
パ

台
攻
撃
際
し
後
方
に
去
る
我
負
傷
兵

〈
8
〉
奉
天
附
近
大
戦
第
六
図　

強
大
に
防
戦
抵
抗
せ
し
敵
も
我
軍
の
奮
戦
に
た
ゑ
ず
総
退
却
を
始
め
我
全
軍
追
撃
す
。

〈
9
〉�

奉
天
附
近
大
戦
の
第
七
図　

我
軍
奉
天
を
包
囲
攻
撃
し
敵
わ
只
一
方
の
退
路
、
鉄
道
線
路
と
人
道
路
の
間
を
数
十
万
の
敵
兵
が
群

が
り
逃
ぐ
る
を
我
軍
わ
全
力
を
注
ぎ
両
方
よ
り
猛
射
す
。
敵
の
死
傷
甚
だ
多
大
成
り
。

〈
10
〉�

奉
天
附
近
大
戦
第
八
図　

明
治
丗
八
年
三
月
十
日
午
前
十
時
、
奉
天
占
領
。
同
月
十
五
日
我
軍
司
令
部
奉
天
入
城
式　

三
月
十
五
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日
【
画
像
18
】　

　
�

満
洲
軍
総
司
令
官
の
大
山
巌
を
先
頭
に
し
て
日
本
軍
が
奉
天
へ
入
城
す
る
場
面
は
日

露
戦
争
の
勝
利
を
象
徴
す
る
図
像
の
一
つ
で
あ
る
。
明
治
神
宮
外
苑
の
聖
徳
記
念
絵

画
館
に
は
鹿
子
木
孟
郎
筆
「
日
露
役
奉
天
戦
」
が
あ
り
、
ま
た
日
露
戦
争
二
十
五
周

年
記
念
ポ
ス
タ
ー
な
ど
で
も
同
様
の
画
像
が
用
い
ら
れ
た
。

〈
11
〉
奉
天
附
近
大
戦
第
九
図　

満
州
軍
総
司
令
部
〈
省
略
〉

〈
12
〉�

奉
天
附
近
大
戦
第
十
図　

明
治
丗
八
年
三
月
十
六
日
、
我
軍
長
躯

し
て
鉄
嶺
を
占
領
す
。
図
中
、
人
家
密
集
せ
る
わ
鉄
嶺
市
街
に
し

て
少
さ
き
塔
わ
城
辺
に
有
り
。
火
炎
の
所
わ
停
車
場
附
近
。
右
山

上
に
塔
あ
る
わ
塔
山
に
し
て
敵
の
防
禦
陣
地
有
り
。
山
腹
土
ま
ん
じ
ゆ
わ
支
那
人
の
墓
に
し
て
近
か
く
歩
兵
の
進
軍
す
る
わ
露
軍

の
造
り
し
軍
道
に
し
て
、
騎
兵
進
軍
す
る
わ
奉
天
に
通
ず
る
街
道
、
又
遠
き
線
わ
鉄
道
線
路
、
最
も
遠
き
白
線
わ
遼
河
成
り
。

〈
13
〉
明
治
丗
八
年
三
月
十
日
奉
天
占
領
よ
り
同
年
九
月
一
日
休
戦
條
約
ま
で
の
我
軍
の
進
軍
地
図

＊
〈
13
〉
の
裏
面
に
聯
合
艦
隊
首
脳
の
佐
世
保
凱
旋
時
の
写
真
（
雑
誌
切
り
抜
き
）
貼
付
。
「
戦
勝
の
我
海
軍
」
と
墨
書
あ
り
。

〈
14
〉
明
治
丗
八
年
五
月
廿
七
日　

日
本
海
大
海
戦
記

　
　
　

�

世
界
海
戦
史
上
未
だ
無
き
大
海
戦
。
敵
（
旅
順
及
び
浦
塩
艦
隊
わ
）
我
か
艦
隊
の
為
に
大
損
害
を
受
け
実
に
戦
闘
力
皆
無
と
成

り
、
露
国
が
東
洋
の
海
上
に
其
勢
力
も
権
力
も
失
ひ
た
れ
ば
、
之
れ
が
海
上
権
を
得
て
今
迄
の
敗
戦
を
大
挙
に
大
勝
に
納
め
ん
と

露
本
国
の
バ
ル
チ
ツ
ク
艦
隊
司
令
長
官
海
軍
中
将
ロ
ヂ
エ
ン
ト
ウ
エ
ン
ス
キ
ー
、
司
令
官
同
少
将
エ
ン
ク
イ
ー
ス
リ
を
し
て
遠
く

東
洋
ゑ
廻
航
す
る
事
と
成
れ
り
。
其
廻
航
の
航
路
の
航
路
わ
五
千
噸
以
下
の
艦
わ
地
中
海
を
へ
て
ス
エ
ズ
運
河
を
通
り
、
亜
弗
利

画像 18： 大山巌総司令官、児玉源太
郎総参謀長などが描かれて
いる。画面奥では中国人た
ちが日の丸を持って日本軍
を歓迎している。中国人に
よる日本軍の歓迎のシーン
は当時の石版画などでもよ
く描かれた。
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加
の
東
岸
マ
ダ
カ
ス
カ
ル
島
に
着
き
、
此
所
に
て
五
千
噸
以
上
の
大
艦
わ
亜
弗
加
の
南
端
喜
望
峰
を
週マ
マ

り
来
る
を
待
合
し
、
共
に

一
路
東
ゑ
進
み
、
其
の
印
度
洋
ま
で
来
り
し
時
わ
明
治
丗
八
年
一
月
一
日
に
て
バ
ル
チ
ツ
ク
艦
隊
が
入
港
せ
ん
と
一
途
に
見
当
を

附
け
来
り
し
旅
順
口
港
が
陥
落
せ
し
か
ば
、
彼
れ
の
見
当
は
た
と
は
づ
れ
此
先
き
如
何
に
せ
ん
と
米（
本
）国
政
府
に
問
け
れ
ば
本
国
よ

り
旅
順
陥
落
わ
是
非
も
無
し
。
然
れ
ば
司
令
官
海
軍
少
将
ネ
ボ
ガ
ト
フ
を
し
て
黒
海
艦
隊
を
ひ
き
い
加
勢
に
行
か
し
む
れ
ば
勇
進

し
日
本
艦
隊
を
撃
滅
し
日
本
の
海
峡
を
突
破
し
浦
塩
に
入
港
す
べ
し
と
命
令
を
成
し
、
速
時
黒
海
艦
隊
に
出
発
の
令
を
下
せ
り
。

然
し
黒
海
艦
隊
が
如
何
に
全
速
力
に
て
進
行
す
れ
ば
と
て
其
の
バ
ル
チ
ツ
ク
艦
隊
に
追
付
会
す
る
に
わ
半
ヶ
月
以
上
の
日
子
を
要

す
る
成
れ
ば
其
間
バ
ル
チ
ツ
ク
艦
隊
わ
仏
領
東
印
度
支
那
の
南
部
柴サ
イ

棍ゴ
ン

と
に
更
代
に
て
碇
泊
し
て
待
合
し
、
然
し
て
黒
海
艦
隊
の

来
り
会
す
る
や
共
に
充
分
修
理
を
成
し
堂
々
と
我
軍
と
大
決
戦
を
行
わ
ん
と
支
那
海
よ
り
日
本
海
ゑ
と
進
航
し
来
れ
り
。

〈
15
〉
バ
ル
チ
ツ
ク
黒
海
艦
隊
東
航
路
図　

バ
ル
チ
ツ
ク
ヨ
リ
航
呈
凡
ソ
一
万
五
千
浬

〈
16
〉�

之
の
バ
ル
チ
ツ
ク
及
び
黒
海
艦
隊
の
東
洋
廻
航
わ
則
ち
東
洋
（
支
那
海
、
日
本
海
を
含
む
）
の
海
上
権
を
得
ん
が
為
め
な
り
。
若

し
日
本
が
彼
れ
に
海
上
権
を
う
ば
わ
れ
ば
、
如
何
今
迄
朝
鮮
支
那
に
て
連
戦
連
勝
を
成
し
居
り
し
我
陸
軍
に
内
地
よ
り
弾
薬
兵
ろ

う
の
運
搬
等
成
す
事
を
得
ず
、
撃
つ
に
弾
無
く
、
喰
ふ
に
食
無
く
、
凡
そ
百
万
の
我
軍
の
運
命
や
如
何
な
ら
ん
か
、
諸
外
国
も
皆

実
際
の
日
本
の
勝
利
わ
バ
ル
チ
ツ
ク
艦
隊
と
日
本
艦
隊
と
の
戦
争
の
決
果
を
見
て
決
す
と
云
ひ
居
れ
り
。
然
れ
ば
我
国
も
此
の
廻

航
こ
そ
最
も
一
大
事
成
れ
ば
、
為
め
に
旅
順
の
攻
撃
に
も
非
常
の
努
力
と
多
大
の
犠
牲
を
払
い
其
の
陥
落
を
早
め
た
り
。
又
当
時

バマ

マ

ル
チ
ク
艦
隊
の
来
航
の
海
路
に
面
す
る
我
領
土
の
一
つ
の
島
、
一
ツ
の
岬
に
も
望
楼
と
云
ふ
物
を
も
を
け
、
甲
の
望
楼
に
て
艦

の
進
航
を
遠
見
す
れ
ば
す
ぐ
乙
の
望
楼
ゑ
、
乙
の
望
楼
よ
り
丙
ゑ
、
丙
の
望
楼
よ
り
軍
港
ゑ
、
軍
港
よ
り
艦
隊
ゑ
一
時
も
早
く
戦

備
を
成
す
様
す
べ
て
の
手
順
を
と
と
の
ゑ
何
時
成
り
と
来
る
を
待
受
た
り
。

　
　
　

�

時
わ
之
れ
明
治
丗
八
年
五
月
廿
七
日
、
大
挙
長
航
し
来
り
し
敵
バ
ル
チ
ツ
ク
艦
隊
わ
我
対
馬
海
峡
遠
く
に
二
列
単
縦
線
を
為
し
軍
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容
堂
々
と
進
行
し
来
る
。
此
数
大
小
合
し
て
三
拾
八
隻
。
二
列
単
縦
線
を
為
し
進
行
し
来
る
バ
ル
チ
ツ
ク
艦
隊
の
図
。

〈
17
〉�

敵
艦
現
る
出
航
用
意
の
命
令
と
共
に
我
艦
隊
わ
威
風
堂
々
海
波
を
蹴
り
進
路
を
東
北
に
取
り
、
根
拠
地
を
出
航
す
。
其
日
波
浪
漸

く
高
く
水
雷
艇
を
伴
ふ
能
は
ざ
れ
ば
水
雷
艇
隊
わ
対
馬
に
入
り
ぬ
。
此
時
我
第
三
戦
隊
わ
対
馬
竹
敷
を
左
舷
に
し
て
敵
の
航
路
を

窺
い
た
る
に
十
一
時
半
頃
に
至
り
敵
艦
わ
東
水
道
を
通
過
し
つ
つ
有
る
を
見
、
本
隊
に
伝
ゑ
け
れ
ば
本
隊
わ
進
路
を
少
し
南
方
に

転
じ
。
午
後
一
時
頃
沖
の
島
を
見
る
須
臾
に
し
て
第
三
戦
隊
に
会
す
。
則
ち
第
一
、
第
二
戦
隊
わ
駆
逐
隊
を
伴
ふ
て
更
に
進
路
を

南
方
に
転
じ
、
第
三
戦
隊
と
第
四
駆
逐
隊
と
わ
少
し
く
東
に
転
じ
彷
徨
す
る
内
、
午
後
一
時
四
十
五
分
、
敵
わ
旗
艦
を
先
登
に
二

列
単
縦
線
を
成
し
進
み
来
る
。
其
数
頗
る
多
く
其
後
尾
を
望
み
見
べ
か
ら
ざ
る
ま
で
に
列
し
、
彼
れ
軍
容
亦
堂
々
と
し
て
進
行
し

来
る
に
会
す
。
此
時
我
旗
艦
三
笠
の
艦
上
高
か
く
「
皇
国
の
興
廃
此
一
戦
に
在
り
。
各
員
一
層
奮
励
努
力
せ
よ
」
右
の
信
号
上

り
、
戦
闘
開
始
す
。
敵
我
れ
に
向
て
発
砲
す
れ
ば
我
れ
又
之
れ
に
応
じ
砲
火
を
送
り
、
砲
火
漸
く
猛
烈
と
な
り
此
時
各
駆
逐
隊
わ

此
本
隊
の
右
側
に
在
り
。
斯
く
て
敵
艦
を
漸
じ
九
州
北
岸
に
圧
迫
し
、
敵
わ
つ
い
に
全
く
針
路
を
東
に
転
じ
、
我
れ
又
之
れ
に
応

じ
て
各
艦
の
艦
首
を
敵
の
北
方
に
併
行
し
第
一
戦
隊
わ
則
ち
先
頭
三
笠
艦
殿
シ
ン
ガ
リと

成
り
、
春
日
艦
先
頭
に
在
り
。
此
時
戦
ひ
漸
く
激

烈
と
な
り
敵
艦
ボ
ロ
チ
ノ
型
の
一
隻
早
や
く
も
火
災
を
起
し
少
時
に
し
て
敵
の
針
路
を
西
に
転
じ
、
我
れ
は
之
れ
に
応
じ
火
災
を

起
し
た
る
敵
艦
に
わ
第
二
戦
隊
五
隻
を
も
つ
て
砲
火
を
集
中
せ
り
。
此
時
よ
り
し
て
第
一
戦
隊
わ
熾
に
砲
火
を
送
り
て
敵
と
駢
行

し
且
つ
先
頭
を
圧
す
る
の
形
勢
を
取
り
て
進
み
、
第
三
戦
隊
わ
敵
の
後
方
を
曲
り
て
之
れ
を
包
ん
で
接
触
す
る
に
至
り
、
第
二
戦

隊
わ
又
や
が
て

〈
18
〉�

敵
の
側
面
に
駢
行
せ
り
。
是
に
於
て
敵
わ
全
く
我
軍
の
為
め
に
包
囲
さ
れ
、
逃
走
せ
ん
と
す
る
艦
わ
我
駆
逐
隊
則
ち
其
前
路
を
遮

り
、
敵
を
し
て
逸
す
る
に
由
な
か
ら
し
め
た
り
。
此
包
囲
の
状
態
わ
距
離
に
差
有
り
し
も
翌
日
迄
保
れ
た
り
。
右
五
月
廿
七
日
の

戦
争
な
り
。
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五
月
廿
七
日
夜
、
我
駆
逐
隊
水
雷
艇
隊
わ
敵
艦
に
突
進
し
て
敵
艦
を
撃
沈
す
。

　
　
　

春
日
艦
、
先
頭
に
在
り
て
敵
艦
ボ
ロ
チ
ノ
型
火
災
を
起
す
。

〈
19
〉�
五
月
廿
七
日
、
敵
艦
シ
ス
ベ
ル
キ
ー
、
巡
洋
艦
ア
ド
ミ
ラ
ル
ナ
イ
モ
フ
、
同
ウ
ラ
ジ
ミ
ル
モ
ノ
マ
フ
わ
既
に
我
艦
に
撃
破
さ
れ
た

る
上
、
同
夜
我
駆
逐
隊
水
雷
艇
隊
の
攻
撃
を
受
け
大
破
し
、
全
く
戦
闘
力
を
失
い
、
対
馬
附
近
に
漂
流
中
、
我
仮
装
巡
洋
艦
信
濃

丸
、
八
幡
丸
、
仙
台
丸
、
佐
渡
丸
等
此
れ
を
発
見
し
、
正
に
捕
獲
せ
ん
と
せ
し
も
幾
ば
く
も
無
く
皆
沈
没
し
、
其
乗
組
の
生
存
者

九
百
十
五
名
を
助
け
捕
虜
と
す
。

〈
20
〉�

明
治
丗
八
年
五
月
二
十
八
日
、
石
見
国
沖
リ
ヤ
ン
ユ
ー
ル
ド
岩
附
近
に
於
て
敵
黒
海
艦
隊
旗
艦
ニ
コ
ラ
イ
第
一
世
（
戦
艦
）
、
ア

リ
ヨ
ー
ル
（
戦
艦
）
、
セ
ニ
ヤ
ウ
イ
ン
（
装
甲
海
防
艦
）
、
ア
ブ
ラ
キ
シ
ン
（
海
防
艦
）
の
四
隻
わ
我
包
囲
攻
撃
に
あ
い
遂
に
司

令
官
ネ
ボ
ガ
ト
フ
少
将
わ
四
隻
共
白
旗
を
出
し
我
れ
に
降
伏
す
。
則
ち
我
艦
隊
わ
敵
司
令
官
共
之
れ
を
捕
獲
す
。

〈
21
〉�

敵
司
令
長
官
中
将
ロ
ゼ
ン
ト
ウ
エ
ン
ス
キ
ー
は
已
座
乗
せ
し
旗
艦
ク
ニ
ヤ
ー
ズ
ス
ワ
ロ
フ
号
わ
撃
沈
さ
れ
し
か
ば
駆
逐
艦
ビ
エ
ー

ド
ウ
ヰ
ツ
チ
に
移
乗
、
逃
走
な
し
し
が
五
月
廿
八
日
夕
刻
、
韓
国
鬱
陵
島
南
方
に
於
て
我
駆
逐
艦
漣
に
捕
獲
さ
れ
司
令
長
官
及
び

少
将
エ
ン
ク
イ
ー
ス
リ
と
共
に
捕
虜
と
な
る
。
但
右
両
将
共
重
傷
を
を
い
居
れ
ば
た
だ
ち
に
我
病
院
ゑ
入
院
な
さ
し
め
た
り
。
我

東
郷
大
将
わ
其
病
院
ゑ
見
舞
に
行
か
れ
、
院
中
に
て
両
将
軍
会
見
さ
れ
た
り
。

〈
22
〉
日
本
海
海
戦
に
於
け
る
敵
の
損
害
〈
省
略
〉

　
　
　

�

戦
勝
将
軍
と
戦
敗
将
軍
と
病
院
に
て
対
面　

東
郷
大
将
が
敵
司
令
長
官
を
病
院
ニ
見
舞
わ
る
。

　
　
　

右
海
戦
わ
五
月
廿
七
日
に
始
ま
り
五
月
廿
九
日
に
終
る
。
此
五
月
廿
七
日
を
海
軍
紀
念
日
と
し
て
毎
年
祝
日
と
せ
り
。

〈
23
〉�

明
治
丗
八
年
六
月
十
六
日
、
満
州
威
遠
堡
門
に
敵
騎
兵
約
三
百
来
り
し
が
、
速
時
我
軍
撃
退
す
。
又
同
日
、
昌
図
に
て
わ
我
一
部

隊
わ
敵
一
部
隊
を
駆
逐
し
同
地
を
占
領
す
。
同
日
、
大
小
屯
に
て
我
一
部
隊
わ
四
面
城
西
方
よ
り
進
撃
し
来
る
敵
騎
兵
を
撃
退
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す
。
同
日
午
前
一
時
四
十
分
頃
、
綿
花
窩
柵
に
於
て
敵
騎
兵
を
突
破
す
。

〈
24
〉�

明
治
丗
八
年
七
月
七
日
、
我
片
岡
北
遣
艦
隊
わ
陸
軍
運
送
船
を
護
衛
し
い
か
く
砲
撃
の
上
、
陸
戦
隊
を
し
て
樺
太
島
コ
ル
サ
コ
フ

に
上
陸
す
。
同
七
月
廿
五
日
、
樺
太
島
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ス
キ
ー
に
上
陸
す
。

〈
25
〉�
明
治
丗
八
年
七
月
七
日
、
樺
太
占
領
軍
司
令
官
陸
軍
中
将
原
口
兼
斎
氏
の
ひ
き
ゆ
る
我
陸
兵
わ
第
三
艦
隊
（
司
令
官
海
軍
中
将
片

岡
七
郎
氏
）
の
援
護
の
元
に
樺
太
メ
リ
カ
附
近
に
上
陸
し
ア
タ
ウ
イ
ナ
パ
ア
チ
村
の
北
方
高
地
を
占
領
し
尚
を
進
ん
で
攻
撃
す
れ

ば
、
敵
わ
其
日
の
午
後
二
時
頃
コ
ル
サ
コ
フ
の
陣
地
を
焼
棄
し
逃
走
す
。
よ
つ
て
我
軍
わ
七
月
八
日
早
朝
、
コ
ル
サ
コ
フ
を
占
領

す
。

〈
26
〉�

此
戦
闘
に
よ
り
海
軍
大
尉
以
下
捕
虜
八
千
名
、
戦
利
品
野
砲
四
門
、
機
関
砲
一
門
等
有
り
。
七
月
十
一
日
我
軍
わ
ダ
ー
チ
ネ
附
近

の
敵
を
圧
迫
し
午
後
二
時
よ
り
同
村
西
方
林
中
の
陣
地
の
敵
を
砲
撃
す
。
敵
も
中
中
頑
強
に
し
て
十
二
日
ま
で
撃
戦
を
つ
ゞ
け
以

て
之
れ
占
領
す
。

　
　
　

�

明
治
丗
八
年
七
月
二
十
五
日
、
我
樺
太
占
領
軍
わ
第
一
ア
ル
コ
ワ
を
占
領
し
、
次
ぎ
に
第
二
ア
ル
コ
ワ
及
び
ニ
コ
ラ
イ
ス
ク
を
占

領
し
、
進
ん
で
樺
太
の
首
府
た
る
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ロ
フ
ス
キ
ー
を
占
領
す
。

〈
27
〉�

徳
川
時
代
、
単
身
樺
太
に
渡
り
同
地
わ
天
長
地
久
大
日
本
領
成
り
と
土
人
に
占
め
せ
し
近
藤
重
蔵
。
故
に
我
軍
の
占
領
と
同
時
に

右
重
蔵
を
地
名
の
内
に
加
ゑ
た
り
）
（1
（

。�

　
　
　

�

徳
川
時
代
、
樺
太
に
渡
航
し
樺
太
（
露
名
サ
ガ
レ
ン
島
）
と
西
比
利
亜
東
部
の
間
な
る
ダ
ツ
タ
ン
海
峡
を
日
本
領
成
り
と
て
測
定

せ
し
間
宮
林
蔵
。
我
軍
の
樺
太
占
領
と
同
時
に
ダ
ツ
タ
ン
海
峡
を
間
宮
海
峡
と
改
め
た
り
。
【
画
像
19
】

〈
28
〉�

露
名
サ
ガ
レ
ン
島
、
日
本
名
樺
太
島
わ
我
軍
の
占
領
と
同
時
に
古
今
同
島
に
て
功
名
者
の
名
を
用
い
地
名
を
改
正
せ
り
。
〈
一
部

省
略
〉
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〈
29
〉�

明
治
丗
八
年
六
月
十
日
、
米
国
大
統
領
ロ
ー
ズ
ウ
エ
ル
ト
氏
が
我
国
と

露
国
と
の
中
間
に
於
て
忠
告
的
尽
力
に
よ
り
露
国
皇
帝
よ
り
我
国
に
向

ひ
媾
和
を
申
来
る
。
我
国
之
れ
に
応
じ
則
ち
談
判
全
権
委
員
に
外
務
大

臣
男
爵
小
村
寿
太
郎
、
在
米
公
使
髙
平
小
五
郎
、
右
両
氏
に
命
ず
。
又

露
国
全
権
委
員
わ
セ
ル
ジ
ウ
ヰ
ツ
テ
、
元
日
本
在
露
国
公
使
男
爵
ロ
ー

ゼ
ン
、
右
両
氏
な
り
。
然
し
て
談
判
地
わ
北
米
合
衆
国
（
ポ
ー
ツ
マ
ウ

ス
）
な
り
。
【
画
像
20
】
【
画
像
21
】

〈
30
〉�

明
治
丗
八
年
八
月
八
日
午
前
十
一
時
、
我
全
権
委
員
わ
談
判
地
ポ
ー
ツ

マ
ウ
ス
ニ
着
し
米
国
歩
兵
一
個
大
隊
に
保
護
さ
れ
軍
裁
判
所
に
て
歓
迎

画像 19： 近藤重蔵と間宮林蔵の絵も
挿入され、作者が歴史や文
化に関心を寄せていたこと
がうかがわれる。アイヌと
思しき樺太の住民の姿も特
徴をよくとらえている。

画像 20： セオドア・ローズヴェルト
による日露の仲介の様子。
ロシア兵のセリフとして「露
助云ふ　毎々の敗戦で日本
に顔を会すのは面目ない」
と書かれ、ローズヴェルト
は「今更云ふても仕方がな
い」と答えている。

画像 21： 画像 20 は北沢楽天による風
刺画を明らかに参照して描
かれたものであるが、全く
同じものではなく、作者に
よる改変がなされている（北
澤楽天『楽天全集５　世界
外交戦争漫画集』アトリエ
社、昭和 5 年　所収）。

　　　　＊ 本画集は楽天の過去の作品
を 1 冊にまとめており、日
露講和の風刺画は同時代に
描かれたもの
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を
受
け
直
に
ポ
ー
ツ
マ
ウ
ス
ウ
エ
ン
ツ
オ
ル
ツ
ホ
テ
ル
に
赴
け
り
。

〈
31
〉�

明
治
丗
八
年
九
月
一
日
、
ポ
ー
ツ
マ
ウ
ス
に
於
て
両
国
全
権
委
員
わ
各
相
互

の
休
戦
條
約
を
成
す
。
〈
休
戦
条
約
書
の
本
文
省
略
〉
備
孝マ
マ　

千
九
百
五
年

わ
我
明
治
丗
八
年
に
し
て
月
日
わ
同
じ
な
り
。
右
休
戦
條
約
わ
交
戦
国
両
国

皇
帝
よ
り
御
批
准
の
交
換
有
る
ま
で
有
効
と
す
（
批
准
は
承
知
の
ゆマ

マみ
な

り
）
。

〈
32
〉
ポ
ー
ツ
マ
ウ
ス
談
判
の
光
景
【
画
像
22
】

〈
33
〉
ポ
ー
ツ
マ
ウ
ス
談
判
の
成
行　

我
国
之
要
求
せ
し
箇
條
〈
省
略
〉

　
　
　

談
判
に
て
約
定
成
り
し
箇
條
〈
省
略
〉

〈
34
〉
談
判
に
て
約
定
成
り
し
箇
條
の
続
き
〈
省
略
〉

〈
35
〉�

明
治
丗
八
年
九
月
五
日
、
東
京
日
比
谷
公
園
に
於
て
非
媾
和
国
民
大
会
を

な
す
。
警
察
わ
其
れ
を
留
め
ん
と
公
園
の
入
口
に
木
柵
を
成
し
多
く
の
警
官

之
れ
を
守
り
居
リ
シ
ガ
勇
勢
成
る
人
民
わ
木
柵
を
破
り
て
乱
入
し
大
会
を
成

す
。
【
画
像
23
】

〈
36
〉
明
治
丗
八
年
九
月
五
日
、
日
比
谷
公
園
に
於
け
る
国
民
大
会

　
　
　

�

熱
誠
な
る
国
民
わ
警
察
官
の
禁
止
に
頓
着
せ
ず
雲
霞
の
如
く
鮮
集
し
て
警
官

と
争
闘
し
、
こ
こ
に
一
大
修
羅
場
を
現
出
し
て
遂
に
構
内
よ
り
駆
逐
し
午
後

に
至
り
一
発
の
号
砲
を
合
図
に
目
的
の
国
民
大
会
を
実
行
し
、
左
の
決
議
を

画像 22： ポーツマスにおける会談の場
面も詳細に描写されている。
当時、現地の様子を報じる
媒体が存在したことを示す。

画像 23： 日比谷事件の場面では喪章
を巻いた人物の姿も描かれ
る。日比谷公園のガス燈の
デザインなども正確に再現
されている。
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為
せ
り
。

　
　
　

�

決
議　

吾
人
わ
挙
国
一
致
、
必
ず
屈
辱
條
約
を
破
棄
せ
ん
事
を
期
す
。
吾
人
わ
我
が
出
征
軍
が
驀
然
奮
進
以
て
敵
国
を
粉
砕
せ
ん

事
を
熱
望
す
。
明
治
丗
八
年
九
月
五
日　

於
日
比
谷　

国
民
大
会

　
　
　

各
地
に
於
け
る
国
民
大
会
之
決
議
文
も
大
体
右
と
大
差
な
し
。

〈
37
〉�

九
月
五
日
、
日
比
谷
の
大
会
よ
り
く
り
出
し
た
る
幾
万
の
民
衆
わ
粛
〱
と
し
て
二
重
橋
前
に
至
り
君
が
代
を
合
唱
し
、
又
警
官
と

衝
突
し
内
務
大
臣
官
舎
を
大
多
数
の
群
衆
に
て
焼
討
す
。
警
官
抜
剣
し
之
れ
を
制
せ
ん
と
し
、
か
ゑ
つ
て
大
混
乱
を
来
た
す
。
同

日
、
大
群
衆
わ
官
の
御
用
紙
た
る
国
民
新
聞
社
を
襲
撃
し
之
れ
を
破
壊
す
。
又
同
日
演
説
会
場
た
る
新
富
座
も
大
群
衆
に
て
瓦
石

両
と
飛
び
大
混
乱
を
演
ず
。

〈
38
〉�

九
月
五
日
よ
り
七
日
ま
で
多
数
の
民
衆
わ
東
京
市
内
各
警
察
署
、
分
署
、
派
出
所
等
を
破
壊
又
わ
焼
打
す
。
か
く
て
民
衆
わ
暴
動

と
成
り
遂
い
に
警
察
の
力
に
て
わ
如
何
と
も
な
す
を
得
ず
。
故
に
九
月
五
日
よ
り
佐
久
間
衛
戍
総
督
を
し
て
東
京
市
内
に
戒
厳
令

を
布
き
要
所
々
々
に
兵
士
を
以
て
張
書
を
な
し
此
の
動
乱
を
し
ず
め
ん
と
せ
り
。
新
聞
わ
発
行
停
止
さ
る
物
多
数
有
り
。
地
方
わ

大
阪
、
京
都
、
神
戸
、
横
浜
、
名
古
屋
其
他
津
々
浦
々
に
至
る
ま
で
非
講
和
国
民
大
会
を
開
き
大
い
に
気
勢
を
上
げ
、
扨
て
わ
動

乱
の
起
り
し
所
も
数
多
有
り
。
奈
良
市
も
尾
花
座
に
於
て
国
民
大
会
を
な
す
）
11
（

。
聴
衆
充
満
シ
無
事
に
終
レ
リ
。

〈
39
〉
我
軍
隊
之
本
国
ゑ
引マ

げマ

凱
旋

〈
40
〉�

東
郷
大
将
の
東
京
ゑ
凱
旋　

同
乗
右
側
わ
参
謀
長
加
藤
友
三
郎
少
将
な
り
。
他
の
陸
海
軍
大
将
の
凱
旋
も
同
様
な
り
。
【
画
像

24
】
【
画
像
25
】

〈
41
〉
国
の
為
め　

さ
さ
げ
し
命　

な
が
ら
え
て　

き
よ
我
さ
と
に　

錦
か
ざ
り
て　

帰
る
う
れ
し
さ

〈
42
〉�

日
露
の
開
戦
よ
り
兵
士
わ
銃
砲
剣
刀
にマ

マ
手
を
、
我
れ
は
筆
を
手
に
占
領
〳
〵
万
歳
の
声
に
勇
み
つ
運
び
し
拙
な
き
、
ぬ
た
く
り
書
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き
、
基
よ
り
画
と
し
て
見
る
ね
ぶ
ち
な
し
。
只
戦
争
当
時
の
紀
念
に
も
成
れ
ば
幸
甚
な
り
。

　
　
　

明
治
丗
八
年　

軍
隊
の
凱
旋
を
迎
ゑ
て

画像 24： 聯合艦隊司令長官の東郷平
八郎が凱旋した場面。東京
の新橋付近を通過する場面
を描いた石版画によく似た
構図のものが存在する。

画像 25： 明治 38 年 11 月 7 日に印刷
された大判の石版画「聯合
艦隊之凱旋東郷大将新橋着
之光景」
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〔
註
〕

（
１
）�
参
考
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
資
料
は
、
各
種
の
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
挿
絵
・
写
真
の
他
、
博
文
館
が
発
行
し
た
『
日
露
戦
争
実
記
』
、

春
陽
堂
が
発
行
し
た
『
風
俗
画
報
』
臨
時
増
刊
『
日
露
戦
争
図
会
』
・
『
日
ポ
ン
地
』
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
な
お
、
日
露
戦
争
期
の

図
像
を
多
数
集
め
た
も
の
と
し
て
、
『
日
清
・
日
露
戦
争
と
メ
デ
ィ
ア
』
（
川
崎
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
企
画
展
図
録　

平
成
二
六
年
）

が
あ
る
。

（
２
）��

宮
内
省
蔵
版
『
明
治
天
皇
御
集�

全
』
（
岩
波
書
店
、
昭
和
一
三
年
）
九
一
ペ
ー
ジ
。

（
３
）���

真
下
飛
泉
『
学
校
及
家
庭
用
言
文
一
致
叙
事
唱
歌　

第
一
篇�

出
征
』
（
五
車
楼
、
明
治
三
八
年
）
。

（
４
）��

事
件
は
青
森
県
津
軽
郡
艫
舴
崎
沖
で
発
生
。

（
５
）��

戦
艦
ペ
ト
ロ
パ
ヴ
ロ
フ
ス
ク
（
П
е
т
р
о
п
а
в
л
о
в
с
к
）
を
指
す
。

（
６
）��

井
口
五
郎
編
『
明
治
廿
年
十
一
月
駿
河
甲
斐
地
方
参
謀
旅
行
記
事�

東
軍
之
部
』
（
明
治
二
〇
年
）
に
は
あ
る
地
点
に
お
け
る
障
害
物
構

築
に
つ
い
て
「
此
地
ハ
鹿
柴
ヲ
設
ク
ル
コ
ト
六
ヶ
敷
故
鉄
條
網
ヲ
設
ク
ヘ
シ
」
（
一
四
ペ
ー
ジ
）
な
ど
の
記
述
が
あ
る
。

（
７
）��

狼
穽
と
は
、
底
に
鋭
利
な
木
杭
な
ど
を
埋
設
し
た
落
と
し
穴
の
こ
と
。
い
わ
ゆ
る
ブ
ー
ビ
ー
ト
ラ
ッ
プ
。

（
８
）��

野
津
道
貫
が
司
令
官
を
務
め
る
第
四
軍
の
こ
と
。

（
９
）��

丸
井
政
亜
（
嘉
永
四
年
～
昭
和
九
年
）
。
紀
伊
国
出
身
、
陸
軍
に
入
り
日
清
戦
争
、
日
露
戦
争
に
出
征
。

（
10
）��

山
田
保
永
（
嘉
永
三
年
～
昭
和
七
年
）
。
紀
伊
国
出
身
、
陸
軍
に
入
り
西
南
戦
争
、
日
清
戦
争
、
日
露
戦
争
に
出
征
し
沙
河
会
戦
で
部

隊
を
指
揮
し
、
樺
太
守
備
隊
司
令
官
な
ど
を
務
め
た
。

（
11
）��

実
際
に
は
ガ
ポ
ン
は
こ
の
事
件
で
は
死
亡
し
て
お
ら
ず
、
ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
亡
命
し
て
革
命
活
動
を
継
続
し
、
翌
年
に
ロ
シ
ア

へ
戻
っ
た
と
こ
ろ
を
暗
殺
さ
れ
た
。
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（
12
）��

「
肉
弾
」
と
い
う
言
葉
は
、
明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）
に
、
軍
人
作
家
と
し
て
知
ら
れ
る
櫻
井
忠
温
が
旅
順
戦
の
実
体
験
に
基
づ
い

て
出
版
し
た
小
説
『
肉
弾
』
（
英
文
新
誌
社
）
に
よ
っ
て
一
般
に
広
ま
っ
た
。
た
だ
し
、
日
露
戦
争
中
の
明
治
三
八
年
四
月
一
〇
日
の

新
聞
記
事
「
禁
衛
兵
団
戦
状　

宛
然
た
る
要
塞
戦
」
（
『
東
京
朝
日
新
聞
』
朝
刊
）
で
「
…
銃
丸
に
次
ぐ
に
肉
弾
を
以
て
す
る
に
非
ざ

れ
ば
容
易
に
奪
取
攻
陥
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
な
り
」
な
ど
と
使
用
さ
れ
て
い
る
事
例
が
あ
り
、
戦
争
中
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。

（
13
）��

一
戸
兵
衛
（
安
政
二
年
～
昭
和
六
年
）
。
弘
前
藩
出
身
、
陸
兵
学
寮
に
入
り
西
南
戦
争
、
日
清
戦
争
、
日
露
戦
争
に
出
征
。
日
露
戦
争

で
は
旅
順
攻
囲
戦
で
部
隊
を
指
揮
し
た
。
第
一
七
師
団
長
、
第
四
師
団
長
、
教
育
総
監
な
ど
を
歴
任
し
、
後
備
役
に
入
っ
た
後
に
学
習

院
長
や
明
治
神
宮
宮
司
を
務
め
た
。

（
14
）��

中
村
覚
（
安
政
元
年
～
大
正
一
四
年
）
。
彦
根
藩
出
身
、
陸
軍
教
導
団
に
入
り
西
南
戦
争
、
日
清
戦
争
、
日
露
戦
争
に
出
征
。
日
露
戦

争
で
は
旅
順
攻
囲
戦
の
白
襷
隊
を
指
揮
し
た
。
東
京
衛
戍
総
督
、
関
東
都
督
な
ど
を
歴
任
。

（
15
）��

「
二
百
三
高
地
を
観
る
」
（
『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
三
七
年
一
二
月
一
九
日�

朝
刊
）
。

（
16
）��

江
馬
務
『
日
本
結
髪
全
史
』
（
立
命
館
出
版
部
、
昭
和
一
一
年
）
三
四
〇
ペ
ー
ジ
。

（
17
）��

両
軍
の
一
次
的
休
戦
と
死
傷
者
収
容
の
様
子
は
『
風
俗
画
報
』
臨
時
増
刊
『
日
露
戦
争
図
会
』
一
八
編
（
春
陽
堂
、
明
治
三
八
年
）
に

掲
載
さ
れ
た
「
砲
台
上
に
於
い
て
彼
我
将
校
会
見
談
話
の
図
」
に
材
を
取
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
18
）��

村
田
仁
「
日
露
戦
争
期
に
お
け
る
ロ
シ
ア
軍
捕
虜
へ
の
待
遇�

名
古
屋
捕
虜
収
容
所
を
中
心
に
」
（
『
皇
學
館
史
學
』
三
七
号
、
令
和
四

年
）
。

（
19
）��

重
蔵
岬
（
シ
レ
ト
コ
・
ア
ニ
ワ
）
に
近
藤
重
蔵
の
名
前
が
採
用
さ
れ
た
。
樺
太
の
地
名
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
仁
「
樺
太
領
有
初
期
の

地
名
変
遷
小
史�

地
名
に
な
っ
た
近
藤
重
蔵
と
消
さ
れ
た
ア
イ
ヌ
語
地
名
」
（
『
北
海
道
史
研
究
協
議
会
会
報
』
九
五
号
、
平
成
二
六

年
）
。
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（
20
）�

奈
良
市
奈
良
町
に
あ
っ
た
芝
居
小
屋
（
後
に
映
画
館
）
の
尾
花
座
は
明
治
四
二
年
竣
功
で
あ
る
た
め
、
同
名
の
施
設
が
存
在
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
部
分
で
は
、
全
編
を
通
し
て
唯
一
、
具
体
的
地
名
と
し
て
奈
良
市
の
こ
と
を
記
載
し
て
い
る
こ
と
か
ら
「
日

露
戦
争
画
帖
」
の
作
者
は
奈
良
市
在
住
で
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
で
き
よ
う
。

　

◆
翻
刻
に
あ
た
り
、
田
浦
雅
徳
先
生
の
ご
教
示
を
得
ま
し
た
。
記
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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